
令 和 ５ 年
７月７日
（金曜日）

毎
週
火
・
金
曜
日
発
行

○
告
示

瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
許
可
申
請
の
概
要
（
二
件
）

（
環
境
政
策
課
）
…
…
…
一

漁
船
損
害
等
補
償
法
の
規
定
に
基
づ
く
届
出
事
項
（
水
産
振
興
課
）

五

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

公
営
住
宅
法
施
行
令
第
二
条
第
一
項
第
四
号
の
規
定
に
よ
り
定
め
る
数
値
に
関
す
る
告
示
の
一
部
改
正

（
住
宅
課
）
…
…
…
六

県
営
住
宅
の
構
造
及
び
戸
数
に
関
す
る
告
示
の
一
部
改
正
（
住
宅
課
）

六

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

○
公
告

土
地
改
良
区
の
役
員
の
届
出
（
農
村
整
備
課
）

六

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

○
人
委
公
告

令
和
五
年
度
山
口
県
職
員
採
用
高
校
卒
業
程
度
試
験
の
実
施

七

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

令
和
五
年
度
山
口
県
警
察
官
（
男
性
）
採
用
🄐
試
験
（
第
二
回
）
の
実
施

一
一

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

令
和
五
年
度
山
口
県
警
察
官
（
男
性
）
採
用
🄑
試
験
の
実
施

一
三

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

令
和
五
年
度
山
口
県
警
察
官
（
女
性
）
採
用
🄐
試
験
（
第
二
回
）
の
実
施

一
五

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

令
和
五
年
度
山
口
県
警
察
官
（
女
性
）
採
用
🄑
試
験
の
実
施

一
八

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

○
選
管
告
示

不
在
者
投
票
の
で
き
る
老
人
ホ
ー
ム
の
指
定

二
〇

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

○
公
安
委
公
告

契
約
の
締
結

二
〇

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

告

示

山
口
県
告
示
第
百
九
十
九
号

瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
百
十
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基

づ
く
特
定
施
設
の
設
置
の
許
可
の
申
請
が
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

当
該
特
定
施
設
を
設
置
す
る
こ
と
が
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
の
調
査
の
結
果
に
基
づ
く
事
前

評
価
に
関
す
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
は
、
令
和
五
年
七
月
七
日
か
ら
同
月
二
十
八
日
ま
で
の
間
、
山

口
県
環
境
生
活
部
環
境
政
策
課
及
び
周
南
市
環
境
生
活
部
環
境
政
策
課
に
お
い
て
公
衆
の
縦
覧
に
供
す

る
。

令
和
五
年
七
月
七
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

申
請
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

氏
名
又
は
名
称

出
光
興
産
株
式
会
社

住

所

東
京
都
千
代
田
区
大
手
町
一
丁
目
二
番
一
号

二

工
場
又
は
事
業
場
の
名
称
及
び
所
在
地

名

称

出
光
興
産
株
式
会
社
徳
山
事
業
所

所
在
地

周
南
市
新
宮
町
一
番
一
号

三

特
定
施
設
に
関
す
る
事
項

㈠

種
類
、
構
造
及
び
使
用
時
間
間
隔
等

種

類

構

造

使

用

の

方

法

能

力

(㎏
／
時
)

工
事
着
手

予

定

年
月
日

工
事
完
成

予

定

年
月
日

使
用
開
始

予

定

年
月
日

使
用
時
間

間

隔
一
日
当
た

り
の
使
用

時

間
季
節
的
変

動
の
概
要

三
七－

タ

九
、
五
〇
〇
令
和
五
、

七
、
三
一
令
和
五
、

一
二
、
二
二
令
和
六
、

一
、
二
〇
連

続
二
四
時
間
変
動
な
し

備
考

「
三
七－

タ
」
と
は
、
水
質
汚
濁
防
止
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
六
年
政
令
第
百
八
十
八
号
）
別
表
第
一

第
三
十
七
号
の
石
油
化
学
工
業
の
用
に
供
す
る
廃
ガ
ス
洗
浄
施
設
を
い
う
。
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㈡

排
出
さ
れ
る
汚
水
等
の
汚
染
状
態
の
値
及
び
汚
水
等
の
量

種

類

汚

水

等

の

汚

染

状

態

の

値

汚
水
等
の
一
日
当
た
り
の
量
（
㎥
)

水
素
イ
オ
ン
濃
度

（
水
素
指
数
)

化
学
的
酸
素
要
求
量

(㎎
／
ℓ
)

浮

遊

物

質

量

(㎎
／
ℓ
)

窒

素

(㎎
／
ℓ
)

燐り
ん

(㎎
／
ℓ
)

通

常

最

大

通

常

最

大

通

常

最

大

通

常

最

大

通

常

最

大

通

常

最

大

三
七－
タ

一
〇

七

～一
二

二

四
検
出
せ
ず

検
出
せ
ず

一
六

四
一

〇
・
〇
二

〇
・
〇
四

一
五

一
五

備
考

㈠
の
表
の
備
考
は
、
こ
の
表
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

四

排
出
水
の
汚
染
状
態
の
値
及
び
排
出
水
の
量

排

水

口

排

出

水

の

汚

染

状

態

の

値

排
出
水
の
一
日
当
た
り
の
量
（
㎥
)

水
素
イ
オ
ン
濃
度

（
水
素
指
数
)

化
学
的
酸
素
要
求
量

(㎎
／
ℓ
)

浮

遊

物

質

量

(㎎
／
ℓ
)

鉱
油
類

(㎎
／
ℓ
)

窒

素

(㎎
／
ℓ
)

燐り
ん

(㎎
／
ℓ
)

通

常

最

大

通

常

最

大

通

常

最

大

最

大

通

常

最

大

通

常

最

大

通

常

最

大

No．1

排

水

口

七
・
九

六
～

九

二
・
六

五

五

一
六

一

〇
・
三

一
・
五

〇
・
〇
三

〇
・
四
五

一
五
五
、
三
七
四

一
九
六
、
九
七
〇

No．2

排

水

口

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

二
二
一
、
九
〇
〇

二
五
六
、
〇
〇
〇

No．3

排

水

口

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

一
・
六

〃

〃

一
九
、
九
九
三

四
〇
、
四
五
九

No．4

排

水

口

〃

〃

〃

六

〃

〃

〃

〃

一
・
五

〃

〃

四
〇
二
、
四
八
九

四
七
二
、
六
〇
五

No．5

排

水

口

〃

〃

〃

五

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

七
五
、
二
〇
〇

七
九
、
〇
〇
〇

No．6

排

水

口

〃

〃

〃

〃

二
〇

二
五

〃

〇
・
七

〃

〃

〇
・
二

二
四

二
四
〇

No．7

排

水

口

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〇
・
四

〃

〃

〃

〃

七
、
二
〇
〇

No．8

排

水

口

〃

〃

〃

〃

五

一
六

〃

〇
・
三

〃

〃

〇
・
四
五

一
五
九
、
四
一
〇

二
九
五
、
六
二
四

No．9

排

水

口

七
・
八

〃

二
・
四

七

〃

二
〇

〃

〇
・
五

〃

〃

〃

一
、
二
二
〇

一
一
、
二
五
五

No．10

排

水

口

〃

〃

二

六

〃

一
六

〃

〇
・
三

〃

〃

〃

六
五
、
二
〇
〇

一
一
五
、
七
七
六

No．11

排

水

口

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

二
五
七
、
一
五
〇

四
一
五
、
〇
八
二

No．12

排

水

口

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

八
二
、
七
〇
〇

一
三
五
、
三
〇
〇

二
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No．13

排

水

口

〃

〃

〃

五

三
〇

四
〇

〃

〃

〃

〃

〇
・
二

一
三
〇

一
、
五
七
三

山
口
県
告
示
第
二
百
号

瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
百
十
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基

づ
く
特
定
施
設
の
設
置
の
許
可
の
申
請
が
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

当
該
特
定
施
設
を
設
置
す
る
こ
と
が
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
の
調
査
の
結
果
に
基
づ
く
事
前

評
価
に
関
す
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
は
、
令
和
五
年
七
月
七
日
か
ら
同
月
二
十
八
日
ま
で
の
間
、
山

口
県
環
境
生
活
部
環
境
政
策
課
及
び
周
南
市
環
境
生
活
部
環
境
政
策
課
に
お
い
て
公
衆
の
縦
覧
に
供
す

る
。

令
和
五
年
七
月
七
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

申
請
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

氏
名
又
は
名
称

東
ソ
ー
株
式
会
社

住

所

周
南
市
開
成
町
四
五
六
〇
番
地

二

工
場
又
は
事
業
場
の
名
称
及
び
所
在
地

名

称

東
ソ
ー
株
式
会
社
南
陽
事
業
所

所
在
地

周
南
市
開
成
町
四
五
六
〇
番
地

三

特
定
施
設
に
関
す
る
事
項

㈠

種
類
、
構
造
及
び
使
用
時
間
間
隔
等

種

類

構

造

使

用

の

方

法

能

力

(㎥
／
日
)

工
事
着
手

予

定

年
月
日

工
事
完
成

予

定

年
月
日

使
用
開
始

予

定

年
月
日

使
用
時
間

間

隔
一
日
当
た

り
の
使
用

時

間
季
節
的
変

動
の
概
要

二
七－

ヌ

二
・
七
令
和
五
、

七
、
三
一
令
和
五
、

九
、
三
〇
令
和
五
、

一
〇
、
一
連

続
二
四
時
間
変
動
な
し

三
三－

ハ

（
四
基
)

一
五
・
五
〃

令
和
六
、

七
、
三
一
令
和
六
、

一
一
、
一
間

欠
二
〇
時
間
〃

〃

二
・
九
〃

〃

〃

〃

〃

〃

三
三－

ハ

（
二
基
)

七
・
七
〃

〃

〃

〃

〃

〃

三
三－

ハ

五
・
八
〃

〃

〃

〃

〃

〃

三
三－

ニ

（
四
基
)

〇
・
五
〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〇
・
四
〃

〃

〃

〃

〃

〃

三
三－

リ

（
二
基
)

三
・
二
四
〃

〃

〃

連

続
二
四
時
間
〃

三
三－

リ

二
二
・
八
〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〇
・
〇
二
〃

〃

〃

間

欠
二
〇
時
間
〃

三
七－

タ

一
二
〇
〃

令
和
五
、

七
、
三
一
令
和
五
、

七
、
三
一
連

続
二
四
時
間
〃

〃

一
二
〃

〃

〃

〃

〃

〃

備
考

「
二
七－

ヌ
」
、
「
三
三－

ハ
」
、
「
三
三－

ニ
」
及
び
「
三
三－

リ
」
並
び
に
「
三
七－

タ
」
と

は
、
水
質
汚
濁
防
止
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
六
年
政
令
第
百
八
十
八
号
）
別
表
第
一
第
二
十
七
号
の
無
機

化
学
工
業
製
品
製
造
業
の
用
に
供
す
る
廃
ガ
ス
洗
浄
施
設
、
同
表
第
三
十
三
号
の
合
成
樹
脂
製
造
業
の
用

に
供
す
る
遠
心
分
離
機
、
静
置
分
離
機
及
び
廃
ガ
ス
洗
浄
施
設
並
び
に
同
表
第
三
十
七
号
の
石
油
化
学
工

業
の
用
に
供
す
る
廃
ガ
ス
洗
浄
施
設
を
い
う
。

三
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㈡

排
出
さ
れ
る
汚
水
等
の
汚
染
状
態
の
値
及
び
汚
水
等
の
量

種

類

汚

水

等

の

汚

染

状

態

の

値

汚
水
等
の
一
日
当
た
り
の
量
（
㎥
)

水
素
イ
オ
ン
濃
度

（
水
素
指
数
)

化
学
的
酸
素
要
求
量

(㎎
／
ℓ
)

浮

遊

物

質

量

(㎎
／
ℓ
)

窒

素

(㎎
／
ℓ
)

燐り
ん

(㎎
／
ℓ
)

通

常

最

大

通

常

最

大

通

常

最

大

通

常

最

大

通

常

最

大

通

常

最

大

二
七－
ヌ

二

二

～

五

三

四
検
出
せ
ず

検
出
せ
ず

一
・
五

二

〇
・
二

〇
・
四

二
・
七

二
・
七

三
三－

ハ

（
四
基
)

七
・
五

六

～

九

一
一

一
一

五
〇

五
〇
検
出
せ
ず

検
出
せ
ず

検
出
せ
ず

検
出
せ
ず

一
五
・
五

一
五
・
五

〃

七

〃
八
、三
八
六
･八
八
、三
八
六
･八

三
六

三
六
〃

〃

〃

〃

二
・
一

二
・
一

三
三－

ハ

（
二
基
)

〃

〃
三
、五
八
〇
･二
三
、五
八
〇
･二

〃

〃

〃

〃

二
・
六
八

二
・
六
八

二
・
五

二
・
五

三
三－

ハ

〃

〃

九
四
五
・
三

九
四
五
・
三

〃

〃

七
六

七
六
検
出
せ
ず

検
出
せ
ず

二
・
二

二
・
二

三
三－

ニ

（
四
基
)

七
・
五

〃

二
・
五

二
・
五

五
〇

五
〇

〇
・
一

〇
・
一
〃

〃

〇
・
五

〇
・
五

〃

〃

〃

三
・
九

三
・
九

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〇
・
四

〇
・
四

三
三－

リ

（
二
基
)

七

〃
四
、六
一
〇
･八
四
、六
一
〇
･八
検
出
せ
ず

検
出
せ
ず

検
出
せ
ず

検
出
せ
ず

〃

〃

三
・
二

三
・
二

三
三－

リ

一
四

一
三

～一
四
検
出
せ
ず

検
出
せ
ず

〃

〃

〃

〃

〃

〃

二
二
・
八

二
二
・
八

〃

七

六

～

九
六
二
、
五
〇
〇

⟊⟋⟎、⟉⟉⟉
〃

〃

六
二
、
五
〇
〇

⟊⟋⟎、⟉⟉⟉

〇
・
〇
四

〇
・
一

〇
・
〇
二

〇
・
〇
二

三
七－

タ

一

一

～

二

五
八

六
八
〃

〃

〇
・
九

一
・
一

〃

〇
・
〇
六

一
二
〇

一
二
〇

〃

八

六

～

九

一
・
七

二
〃

〃

〇
・
七

〇
・
九

〃

〃

一
二

一
二

備
考

㈠
の
表
の
備
考
は
、
こ
の
表
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

四

汚
水
等
の
処
理
施
設
に
関
す
る
事
項

㈠

種
類
、
構
造
及
び
使
用
時
間
間
隔
等

種

類

構

造

能

力

(㎥
／
日
)

処
理
の
方
式

使
用
時
間

間

隔

一
日
当
た
り

の
使
用
時
間

季
節
的
変
動
の

概

要

工
事
着
手
予
定

年

月

日

工
事
完
成
予
定

年

月

日

使
用
開
始
予
定

年

月

日

酸
化
分
解
処
理
槽

チ

タ

ン

製

二
三
・
八

酸

化

連

続

二

四

時

間

変

動

な

し

令
和
五
、七
、
三
一

令
和
六
、七
、
三
一

令
和
六
、一
一
、
一

四
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総
合
排
水
処
理
施
設

堰せ
き

囲

い

三
、
八
四
〇
、
〇
〇
〇

沈

殿

〃

〃

〃

（
既

設
）

㈡

処
理
施
設
に
よ
る
処
理
前
及
び
処
理
後
の
汚
水
等
の
汚
染
状
態
の
値
並
び
に
汚
水
等
の
量

種

類

項

目

汚

水

等

の

汚

染

状

態

の

値

汚
水
等
の
一
日
当
た
り
の
量
（
㎥
)

水
素
イ
オ
ン
濃
度

（
水
素
指
数
)

化
学
的
酸
素
要
求
量

(㎎
／
ℓ
)

浮
遊
物
質
量

(㎎
／
ℓ
)

鉱
油
類

(㎎
／
ℓ
)

窒

素

(㎎
／
ℓ
)

燐り
ん

(㎎
／
ℓ
)

通

常

最

大

通

常

最

大

通

常

最

大

最

大

通

常

最

大

通

常

最

大

通

常

最

大

酸
化
分
解
処
理
槽

処
理
前

七

六

～

九

⟎、⟐⟑⟋･⟊

⟎、⟐⟑⟋･⟊

四
八

四
八
検
出
せ
ず

一
〇
・
八

一
〇
・
八

〇
・
八
六

〇
・
八
六

一
五
・
六

一
五
・
六

処
理
後

〃

〃

⟊、⟎⟉⟌･⟑

⟊、⟎⟉⟌･⟑

三
五

三
五
〃

七

七

〇
・
五
六

〇
・
五
六

二
三
・
八

二
三
・
八

総
合
排
水
処
理
施
設

処
理
前

八

〃

三

五

一
四
〇

二
八
〇

一

一
・
三

二
・
二

〇
・
一

〇
・
二
二
、九
四
九
、三
三
〇
二
、九
四
九
、四
〇
八

処
理
後

〃

〃

〃

〃

一
〇

二
〇

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

五

排
出
水
の
汚
染
状
態
の
値
及
び
排
出
水
の
量

排

水

口

排

出

水

の

汚

染

状

態

の

値

排
出
水
の
一
日
当
た
り
の
量
（
㎥
)

水
素
イ
オ
ン
濃
度

（
水
素
指
数
)

化
学
的
酸
素
要
求
量

(㎎
／
ℓ
)

浮

遊

物

質

量

(㎎
／
ℓ
)

鉱
油
類

(㎎
／
ℓ
)

窒

素

(㎎
／
ℓ
)

燐り
ん

(㎎
／
ℓ
)

通

常

最

大

通

常

最

大

通

常

最

大

最

大

通

常

最

大

通

常

最

大

通

常

最

大

No．1

排

水

口

八

六

～

九

二
・
五

四
・
三

六

一
三

一

〇
・
九

一
・
二

〇
・
一

〇
・
二

二
三
九
、
九
六
〇

二
三
九
、
九
六
〇

No．2

排

水

口

〃

〃

三

五

一
〇

二
〇

〃

一
・
三

二
・
二

〃

〃

二
、九
四
九
、五
七
〇
二
、九
四
九
、六
四
八

山
口
県
告
示
第
二
百
一
号

漁
船
損
害
等
補
償
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
七
年
政
令
第
六
十
八
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
、
漁
船
損
害
等
補
償
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
十
八
号
）
第
百
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る

同
意
を
求
め
る
た
め
、
次
の
一
の
と
お
り
事
前
届
出
が
あ
っ
た
。

当
該
届
出
に
係
る
指
定
漁
船
調
書
は
、
次
の
二
に
よ
り
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
五
年
七
月
七
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

届
出
事
項

発

起

人

漁
船
損
害
等
補
償
法
第

百
十
三
条
第
一
項
の
申

出
を
す
る
漁
業
協
同
組

合

加
入
区

住

所

氏

名

油
谷
町
加
入

区

長
門
市
油
谷
伊
上
四
一
五
六

村
中

秀
之

山
口
県
漁
業
協
同
組
合

〃

油
谷
蔵
小
田
二
七
五
六
の
二

長
野

俊
昭

油
谷
町
北
西

部
加
入
区

〃

油
谷
向
津
具
下
二
〇
二
五

磯
本

真
司

〃

〃

〃

一
七
九
一
の
一

大
下

和
久

通
加
入
区

〃

通
七
七
の
一
二

河
野

敏
春

〃

〃

〃
一
一
六
の
二

黒
瀬
紀
史
雄

二

指
定
漁
船
調
書
の
縦
覧

加
入
区

縦

覧

期

間

縦

覧

場

所

五
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油
谷
町
加
入

区

令
和
五
年
七
月
七
日
か
ら
同
月
二
十
一
日
ま
で

山
口
県
漁
業
協
同
組
合

油
谷
町
北
西

部
加
入
区

〃

〃

通
加
入
区

〃

〃

山
口
県
告
示
第
二
百
二
号

公
営
住
宅
法
施
行
令
第
二
条
第
一
項
第
四
号
の
規
定
に
よ
り
定
め
る
数
値
に
関
す
る
告
示
（
平
成
九

年
山
口
県
告
示
第
三
百
二
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
五
年
七
月
七
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

表
鵜
の
島
県
営
住
宅
の
項
中
「
Ａ
棟
」
の
下
に
「
及
び
Ｂ
棟
」
を
加
え
、
同
表
東
岐
波
県
営
住
宅
の

項
中
「
及
び
一
二
号
棟
」
を
削
り
、
同
表
生
野
屋
県
営
住
宅
の
項
中

「
Ａ
棟
か
ら
Ｄ
棟
ま
で
及
び
Ｆ
棟

〇
・
八
〇

を
」

「
Ａ
棟

〇
・
八
六

に
改
め
、
同
表
旗
岡

」

Ｂ
棟
か
ら
Ｄ
棟
ま
で
及
び
Ｆ
棟

〇
・
八
〇

県
営
住
宅
の
項
中
「
か
ら
六
号
棟
」
を
「
か
ら
七
号
棟
」
に
改
め
、
同
表
黒
磯
県
営
住
宅
の
項
中
「
一

号
棟
」
の
下
に
「
及
び
二
号
棟
」
を
加
え
る
。

山
口
県
告
示
第
二
百
三
号

県
営
住
宅
の
構
造
及
び
戸
数
に
関
す
る
告
示
（
平
成
十
年
山
口
県
告
示
第
二
百
三
十
七
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
五
年
七
月
七
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

表
鵜
の
島
県
営
住
宅
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

中
層
耐
火
構
造
五
階
建

一
五

鵜

の

島

県

営

住

宅

高
層
耐
火
構
造
六
階
建

二
四

表
東
岐
波
県
営
住
宅
の
項
中
「
一
二
〇
」
を
「
一
〇
〇
」
に
改
め
、
同
表
旗
岡
県
営
住
宅
の
項
中

「
一
五
〇
」
を
「
一
八
〇
」
に
改
め
、
同
表
黒
磯
県
営
住
宅
の
項
中
「
一
二
六
」
を
「
一
五
一
」
に
改

め
る
。

公

告

（
一
二
八
）
土
地
改
良
区
の
役
員
の
氏
名
及
び
住
所
の
届
出

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
七
項
の
規
定
に
よ
り
、
土
地

改
良
区
か
ら
次
の
と
お
り
役
員
の
氏
名
及
び
住
所
の
届
出
が
あ
り
ま
し
た
。

令
和
五
年
七
月
七
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

就
任
し
た
役
員

土
地
改
良
区
の
名
称

理
事
の
別

監
事

氏

名

住

所

下
関
市
菊
川
町
土
地
改
良

理

事

林

哲
也

下
関
市
菊
川
町
大
字
日
新
二
三
五

区〃

〃

廣
重

晴
美

〃

菊
川
町
大
字
上
保
木
二
四
八

〃

〃

安
永

敏
雄

〃

菊
川
町
大
字
下
大
野
五
〇
五
の
六

〃

〃

伊
藤

文
雄

〃

菊
川
町
大
字
田
部
九
二
五
の
五

〃

〃

藤
島

俊
博

〃

菊
川
町
大
字
下
岡
枝
七
三
〇

〃

〃

中
原

敏
昭

〃

菊
川
町
大
字
上
岡
枝
五
三
一
の
一

〃

〃

磯
部

紀
昭

〃

菊
川
町
大
字
吉
賀
一
七
一
五

〃

〃

福
田

忠

〃

菊
川
町
大
字
久
野
二
二
六

〃

〃

吉
村

和

〃

菊
川
町
大
字
貴
飯
一
九
二
八

〃

監

事

中
川

辰
夫

〃

菊
川
町
大
字
上
大
野
三
〇
九

〃

〃

服
部
太
一
朗

〃

菊
川
町
大
字
下
岡
枝
一
九
二

宇
部
市
東
岐
波
山
立
石
土

理

事

西
本

昭
弘

宇
部
市
大
字
東
岐
波
二
五
六
一
の
三

地
改
良
区

〃

〃

藤
重

正
治

山
口
市
阿
知
須
八
二
四
五

〃

〃

山
本

良
則

宇
部
市
大
字
東
岐
波
一
六
一
〇
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〃

〃

磯
部

辰
夫

山
口
市
阿
知
須
八
五
四
二
の
九

〃

〃

鈴
川

直
秀

宇
部
市
大
字
東
岐
波
花
園
二
四
〇
五
の
一

〃

〃

正
司

幸
博

〃

〃

二
二
八
三
の
二

〃

監

事

上
野

一
志

〃

〃

花
園
二
三
六
〇
の
五

〃

〃

西
村

雅
弘

〃

〃

前
田
一
七
三
八

〃

〃

藤
本

康
洋

〃

〃

二
四
三
九
の
六

二

退
任
し
た
役
員

土
地
改
良
区
の
名
称

理
事
の
別

監
事

氏

名

住

所

下
関
市
菊
川
町
土
地
改
良

理

事

林

哲
也

下
関
市
菊
川
町
大
字
日
新
二
三
五

区〃

〃

浅
野

東
雄

〃

菊
川
町
大
字
久
野
一
一
九
三
の
三

〃

〃

松
井

良
男

〃

菊
川
町
大
字
上
大
野
四
二
〇

〃

〃

上
野

幹
成

〃

菊
川
町
大
字
貴
飯
五
五
七

〃

〃

倍
田

和
紀

〃

菊
川
町
大
字
吉
賀
一
四
五
九

〃

〃

三
浦

浩
志

〃

菊
川
町
大
字
轡
井
一
九
六
の
一

〃

〃

藤
谷

徹
也

〃

菊
川
町
大
字
下
岡
枝
五
六
八

〃

〃

窪
田

良
二

〃

菊
川
町
大
字
上
田
部
五
六
三
の
一

〃

〃

福
永

孝
雄

〃

菊
川
町
大
字
上
岡
枝
二
九
三

〃

監

事

藤
田

清
實

〃

〃

四
四
二

〃

〃

宗
田

正
雄

〃

菊
川
町
大
字
上
保
木
七
四
四

〃

〃

今
井

保
弘

〃

菊
川
町
大
字
Ṙ
崎
七
七
四
の
二

宇
部
市
東
岐
波
山
立
石
土

理

事

西
本

昭
弘

宇
部
市
大
字
東
岐
波
二
五
六
一
の
三

地
改
良
区

〃

〃

松
崎

清
治

〃

〃

一
六
一
八
の
一

〃

〃

山
本

良
則

〃

〃

一
六
一
〇

〃

〃

磯
部

辰
夫

山
口
市
阿
知
須
八
五
四
二
の
九

〃

〃

鈴
川

直
秀

宇
部
市
大
字
東
岐
波
花
園
二
四
〇
五
の
一

〃

〃

藤
重

正
治

山
口
市
阿
知
須
八
二
四
五

〃

〃

上
野

一
志

宇
部
市
大
字
東
岐
波
花
園
二
三
六
〇
の
五

〃

監

事

西
村

雅
弘

〃

〃

前
田
一
七
三
八

人
事
委
員
会

公

告令
和
五
年
度
山
口
県
職
員
採
用
高
校
卒
業
程
度
試
験
の
実
施

令
和
五
年
度
山
口
県
職
員
採
用
高
校
卒
業
程
度
試
験
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

令
和
五
年
七
月
七
日

山
口
県
人
事
委
員
会

一

試
験
職
種
、
採
用
予
定
人
員
及
び
職
務
の
概
要

試
験
は
、
次
の
表
の
と
お
り
行
い
、
一
職
種
に
限
り
受
験
で
き
ま
す
。

試
験
職
種

採
用
予
定

人

員

職

務

の

概

要

事

務

三
人
程
度

知
事
部
局
、
教
育
庁
、
企
業
局
等
の
各
課
及
び
出
先
機
関
（
県
立
学
校
を
含

む
。
）
に
お
け
る
一
般
行
政
事
務

警
察
事
務

二
人
程
度

警
察
本
部
の
各
課
及
び
出
先
機
関
に
お
け
る
一
般
行
政
事
務

土

木

十
人
程
度

知
事
部
局
（
主
と
し
て
農
林
水
産
部
及
び
土
木
建
築
部
）
、
企
業
局
等
の
各
課
及

び
出
先
機
関
（
農
林
水
産
事
務
所
、
土
木
事
務
所
等
）
に
お
け
る
土
地
改
良
事

業
、
土
木
事
業
等
に
関
す
る
企
画
、
設
計
、
施
工
管
理
等
の
専
門
業
務

建

築

一
人
程
度

知
事
部
局
（
主
と
し
て
土
木
建
築
部
）
の
各
課
及
び
出
先
機
関
（
土
木
事
務
所

等
）
に
お
け
る
建
築
に
関
す
る
企
画
、
設
計
、
施
工
管
理
等
の
専
門
業
務

林

業

二
人
程
度

知
事
部
局
（
主
と
し
て
農
林
水
産
部
）
の
各
課
及
び
出
先
機
関
（
農
林
水
産
事
務

所
等
）
に
お
け
る
林
業
に
関
す
る
知
識
・
技
術
の
普
及
指
導
等
の
専
門
業
務
及
び

治
山
事
業
等
に
関
す
る
企
画
、
設
計
、
施
工
管
理
等
の
専
門
業
務

機

械

一
人
程
度

知
事
部
局
（
主
と
し
て
土
木
建
築
部
）
、
企
業
局
等
の
各
課
及
び
出
先
機
関
に
お

け
る
機
械
に
関
す
る
設
計
、
保
守
管
理
等
の
専
門
業
務

電

気

二
人
程
度

知
事
部
局
（
主
と
し
て
土
木
建
築
部
）
、
企
業
局
等
の
各
課
及
び
出
先
機
関
に
お

け
る
電
気
に
関
す
る
設
計
、
保
守
管
理
等
の
専
門
業
務

小
・
中
学
校

事
務

六
人
程
度

市
町
立
小
・
中
学
校
に
お
け
る
一
般
事
務

二

受
験
資
格

㈠

平
成
十
四
年
四
月
二
日
か
ら
平
成
十
八
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
が
受
験
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
に
規
定
す
る
大
学
（
山
口
県
人
事

委
員
会
が
こ
れ
と
同
等
と
認
め
る
も
の
を
含
み
、
短
期
大
学
を
除
く
。
）
の
卒
業
者
又
は
令
和
六

年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
卒
業
す
る
見
込
み
の
者
は
、
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

㈡

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
受
験
で
き
ま
せ
ん
。
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⚑

日
本
の
国
籍
を
有
し
な
い
者
（
機
械
、
電
気
及
び
小
・
中
学
校
事
務
の
試
験
職
種
に
あ
っ
て

は
、
就
労
可
能
な
在
留
資
格
を
有
す
る
も
の
を
除
く
。
）

⚒

民
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
四
十
九
号
）
附
則
第
三
条
第
三
項

の
規
定
に
よ
り
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
準
禁
治
産
者

⚓

禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
る
ま
で
又
は
そ
の
執
行
を
受
け
る
こ
と
が

な
く
な
る
ま
で
の
者

⚔

山
口
県
に
お
い
て
懲
戒
免
職
の
処
分
を
受
け
、
当
該
処
分
の
日
か
ら
二
年
を
経
過
し
な
い
者

⚕

日
本
国
憲
法
又
は
そ
の
下
に
成
立
し
た
政
府
を
暴
力
で
破
壊
す
る
こ
と
を
主
張
す
る
政
党
そ

の
他
の
団
体
を
結
成
し
、
又
は
こ
れ
に
加
入
し
た
者

三

試
験
の
方
法
、
内
容
、
日
時
及
び
場
所

試
験
は
、
第
一
次
試
験
及
び
第
二
次
試
験
と
し
、
第
二
次
試
験
は
、
第
一
次
試
験
合
格
者
に
つ
い

て
行
い
ま
す
。

㈠

第
一
次
試
験

⚑

方
法
及
び
内
容

筆
記
試
験
に
よ
る
高
等
学
校
卒
業
程
度
の
教
養
試
験
、
専
門
試
験
及
び
作
文
試
験
を
次
の
と

お
り
行
い
ま
す
。

⑴

教
養
試
験
（
事
務
、
警
察
事
務
及
び
小
・
中
学
校
事
務
の
試
験
職
種
に
限
る
。
）

公
務
員
と
し
て
必
要
な
一
般
的
な
知
識
及
び
知
能
に
つ
い
て
、
択
一
式
に
よ
り
行
い
ま

す
。

⑵

専
門
試
験
（
土
木
、
建
築
、
林
業
、
機
械
及
び
電
気
の
試
験
職
種
に
限
る
。
）

試
験
職
種
に
応
じ
た
必
要
な
専
門
的
知
識
及
び
技
術
に
つ
い
て
、
択
一
式
に
よ
り
行
い
ま

す
。な

お
、
試
験
職
種
別
出
題
分
野
は
、
別
表
の
と
お
り
で
す
。

⑶

作
文
試
験

表
現
力
、
構
成
力
等
に
つ
い
て
、
記
述
式
に
よ
り
行
い
ま
す
。

⚒

日
時

令
和
五
年
九
月
二
十
四
日
（
日
曜
日
）

⑴

事
務
、
警
察
事
務
及
び
小
・
中
学
校
事
務

試
験
室
入
室

午
前
十
時
ま
で

教
養
試
験

午
前
十
時
三
十
分
か
ら
午
後
〇
時
三
十
分
ま
で

作
文
試
験

午
後
一
時
四
十
五
分
か
ら
午
後
二
時
四
十
五
分
ま
で

⑵

土
木
、
建
築
、
林
業
、
機
械
及
び
電
気

試
験
室
入
室

午
前
十
時
ま
で

作
文
試
験

午
前
十
時
三
十
分
か
ら
午
前
十
一
時
三
十
分
ま
で

専
門
試
験

午
後
〇
時
四
十
五
分
か
ら
午
後
二
時
四
十
五
分
ま
で

⚓

場
所

下

関

市

下
関
市
立
大
学

山

口

市

山
口
県
庁
及
び
山
口
県
警
察
本
部

周

南

市

山
口
県
周
南
総
合
庁
舎

㈡

第
二
次
試
験

⚑

方
法
及
び
内
容

人
物
に
つ
い
て
総
合
的
に
評
定
す
る
た
め
、
個
別
面
接
に
よ
る
試
験
を
行
い
ま
す
。

⚒

日
時
及
び
場
所

日

時

令
和
五
年
十
月
二
十
日
（
金
曜
日
）
か
ら
同
月
三
十
一
日
（
火
曜
日
）
ま
で
の
間

で
山
口
県
人
事
委
員
会
が
指
定
す
る
日

場

所

山
口
市
滝
町
一
番
一
号

山
口
県
庁

詳
細
に
つ
い
て
は
、
第
一
次
試
験
の
合
格
通
知
の
際
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

四

配
点

第
一
次
試
験
及
び
第
二
次
試
験
の
配
点
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
と
し
ま
す
。

㈠

第
一
次
試
験

教
養
試
験
又
は
専
門
試
験

五
〇
点

作
文
試
験

五
〇
点

㈡

第
二
次
試
験

口
述
試
験

一
四
〇
点

五

合
格
者
の
決
定
方
法

㈠

第
一
次
試
験
合
格
者
は
、
試
験
の
得
点
順
に
決
定
し
ま
す
。

た
だ
し
、
教
養
試
験
又
は
専
門
試
験
の
得
点
が
平
均
点
の
六
割
未
満
の
場
合
又
は
作
文
試
験
の

得
点
が
十
二
・
五
点
以
下
の
場
合
は
、
不
合
格
と
な
り
ま
す
。

㈡

最
終
合
格
者
は
、
第
一
次
試
験
の
得
点
の
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
、
第
二
次
試
験
の
結
果
に
基

づ
い
て
決
定
し
ま
す
。

た
だ
し
、
口
述
試
験
の
得
点
が
三
十
五
点
以
下
の
場
合
は
、
不
合
格
と
な
り
ま
す
。

六

合
格
者
の
発
表

㈠

第
一
次
試
験
合
格
者

令
和
五
年
十
月
六
日
（
金
曜
日
）
と
し
、
合
格
者
の
受
験
番
号
を
山
口
県
人
事
委
員
会
事
務
局

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
山
口
県
職
員
採
用
試
験
情
報
」
に
掲
載
す
る
と
と
も
に
、
合
格
者
に
文
書

で
通
知
し
ま
す
。

㈡

最
終
合
格
者

八
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令
和
五
年
十
一
月
下
旬
と
し
、
合
格
者
の
受
験
番
号
を
山
口
県
人
事
委
員
会
事
務
局
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
「
山
口
県
職
員
採
用
試
験
情
報
」
に
掲
載
す
る
と
と
も
に
、
合
格
者
に
文
書
で
通
知
し

ま
す
。

な
お
、
発
表
日
は
、
第
二
次
試
験
当
日
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

㈢

試
験
の
得
点
等

受
験
者
は
、
試
験
の
得
点
及
び
順
位
を
知
り
た
い
場
合
に
は
、
合
格
者
の
発
表
日
（
第
一
次
試

験
の
合
格
者
に
あ
っ
て
は
最
終
合
格
者
の
発
表
日
）
以
後
、
山
口
県
人
事
委
員
会
事
務
局
に
お
い

て
そ
の
旨
を
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

七

合
格
か
ら
採
用
ま
で
の
経
路
及
び
給
与

㈠

合
格
者
は
、
山
口
県
人
事
委
員
会
が
作
成
す
る
採
用
候
補
者
名
簿
に
登
載
さ
れ
、
こ
の
う
ち
か

ら
各
任
命
権
者
が
採
用
者
を
決
定
し
ま
す
。
こ
の
名
簿
は
、
原
則
と
し
て
一
年
間
有
効
で
す
。

㈡

採
用
は
、
原
則
と
し
て
令
和
六
年
四
月
一
日
に
行
わ
れ
ま
す
。

㈢

給
与
は
、
各
人
の
経
歴
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
が
、
一
般
の
職
員
の
場
合
は
、
一
般
職
の
職
員

の
給
与
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
六
年
山
口
県
条
例
第
二
号
）
別
表
第
一
の
行
政
職
給
料
表
の

一
級
九
号
給
の
給
料
月
額
が
支
給
さ
れ
る
ほ
か
、
扶
養
手
当
、
住
居
手
当
、
通
勤
手
当
、
期
末
手

当
、
勤
勉
手
当
等
が
そ
れ
ぞ
れ
の
支
給
要
件
に
応
じ
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

八

受
験
手
続
及
び
受
付
期
間

㈠

受
験
案
内
の
請
求

令
和
五
年
七
月
七
日
（
金
曜
日
）
以
後
に
山
口
県
人
事
委
員
会
事
務
局
（
山
口
市
滝
町
一
番
一

号
（
郵
便
番
号
七
五
三－

八
五
〇
一
）
）
に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。
郵
便
で
請
求
す
る
場
合
は
、

封
筒
の
表
に
「
高
校
卒
業
程
度
受
験
案
内
請
求
」
と
朱
書
し
、
百
二
十
円
分
の
切
手
を
貼
っ
た
宛

先
及
び
郵
便
番
号
を
明
記
し
た
返
信
用
封
筒
（
縦
三
十
三
・
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
二
十
四
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
も
の
）
を
必
ず
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
受
験
案
内
は
、
県
内
の
県
民
局
に
も
あ
り
ま
す
。

㈡

受
験
の
申
込
み

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
方
法
に
よ
り
、
受
験
の
申
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
特
別
の
事
情
に
よ
り
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
方
法
に
よ
る
受
験
の
申
込
み
を
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
、
令
和
五
年
八
月
四
日
（
金
曜
日
）
ま
で
に
山
口
県
人
事
委
員
会
事

務
局
（
電
話
〇
八
三－

九
三
三－

四
四
七
四
）
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

㈢

受
験
上
の
希
望
事
項

身
体
の
障
害
等
が
あ
る
者
で
試
験
当
日
に
車
椅
子
等
補
装
具
を
使
用
す
る
な
ど
、
受
験
に
際
し

て
の
希
望
事
項
が
あ
る
者
は
、
受
験
申
込
書
の
該
当
欄
に
必
ず
そ
の
内
容
を
記
入
し
て
く
だ
さ

い
。な

お
、
記
入
に
当
た
っ
て
は
、
山
口
県
人
事
委
員
会
事
務
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
山
口
県
職

員
採
用
試
験
情
報
」
に
掲
載
し
て
い
る
「
障
害
者
へ
の
受
験
上
の
配
慮
に
係
る
取
扱
要
領
」
を
参

照
し
て
く
だ
さ
い
。

㈣

受
付
の
期
間
及
び
時
間

令
和
五
年
七
月
七
日
（
金
曜
日
）
午
前
九
時
か
ら
同
年
八
月
十
五
日
（
火
曜
日
）
午
後
五
時
ま

で

九

そ
の
他

こ
の
試
験
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
山
口
県
人
事
委
員
会
事
務
局
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

別
表試

験
職
種

出

題

分

野

土

木

数
学

物
理

情
報
技
術
基
礎

構
造
力
学

水
理
学

土
質
力
学

土
木
構
造
設
計

測
量

社
会
基
盤
工
学

土
木
施
工

建

築

数
学

物
理

情
報
技
術
基
礎

建
築
構
造
設
計

建
築
構
造

建
築
計
画

建
築
法
規

建
築

施
工

林

業

森
林
経
営

森
林
科
学

測
量

林
産
物
利
用

機

械

数
学

物
理

情
報
技
術
基
礎

機
械
設
計

機
械
工
作

原
動
機

生
産
シ
ス
テ
ム
技
術

電

子
機
械

電

気

数
学

物
理

情
報
技
術
基
礎

電
気
基
礎

電
気
機
器

電
力
技
術

電
子
計
測
制
御

電
子

技
術

電
子
回
路

通
信
技
術

電
子
情
報
技
術

一

試
験
職
種
、
採
用
予
定
人
員
及
び
職
務
の
概
要

試
験
は
、
次
の
表
の
と
お
り
行
い
、
一
職
種
に
限
り
受
験
で
き
ま
す
。

試
験
職
種

採
用
予
定

人

員

職

務

の

概

要

事

務

一
人
程
度

知
事
部
局
、
教
育
庁
、
企
業
局
等
の
各
課
及
び
出
先
機
関
（
県
立
学
校
を
含

む
。
）
に
お
け
る
一
般
行
政
事
務

小
・
中
学
校

事
務

二
人
程
度

市
町
立
小
・
中
学
校
に
お
け
る
一
般
事
務

二

受
験
資
格

㈠

昭
和
四
十
五
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和
六
十
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
が
受
験
で
き
ま

す
。

㈡

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

⚑

日
本
の
国
籍
を
有
し
な
い
者
（
小
・
中
学
校
事
務
の
試
験
職
種
に
あ
っ
て
は
、
就
労
可
能
な

八
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在
留
資
格
を
有
す
る
も
の
を
除
く
。
）

⚒

民
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
四
十
九
号
）
附
則
第
三
条
第
三
項

の
規
定
に
よ
り
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
準
禁
治
産
者

⚓

禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
る
ま
で
又
は
そ
の
執
行
を
受
け
る
こ
と
が

な
く
な
る
ま
で
の
者

⚔

山
口
県
に
お
い
て
懲
戒
免
職
の
処
分
を
受
け
、
当
該
処
分
の
日
か
ら
二
年
を
経
過
し
な
い
者

⚕

日
本
国
憲
法
又
は
そ
の
下
に
成
立
し
た
政
府
を
暴
力
で
破
壊
す
る
こ
と
を
主
張
す
る
政
党
そ

の
他
の
団
体
を
結
成
し
、
又
は
こ
れ
に
加
入
し
た
者

三

試
験
の
方
法
、
内
容
、
日
時
及
び
場
所

試
験
は
、
第
一
次
試
験
及
び
第
二
次
試
験
と
し
、
第
二
次
試
験
は
、
第
一
次
試
験
合
格
者
に
つ
い

て
行
い
ま
す
。

㈠

第
一
次
試
験

⚑

方
法
及
び
内
容

全
試
験
職
種
に
共
通
の
問
題
で
、
筆
記
試
験
に
よ
る
高
等
学
校
卒
業
程
度
の
教
養
試
験
及
び

作
文
試
験
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

⑴

教
養
試
験

公
務
員
と
し
て
必
要
な
一
般
的
な
知
識
及
び
知
能
に
つ
い
て
、
択
一
式
に
よ
り
行
い
ま

す
。

⑵

作
文
試
験

表
現
力
、
構
成
力
等
に
つ
い
て
試
験
を
行
い
ま
す
。

⚒

日
時

令
和
五
年
八
月
二
十
七
日
（
日
曜
日
）

試
験
室
入
室

午
前
九
時
三
十
分
ま
で

試

験

午
前
十
時
か
ら
午
後
二
時
ま
で

⚓

場
所

山

口

市

山
口
県
立
大
学

㈡

第
二
次
試
験

⚑

方
法
及
び
内
容

人
物
に
つ
い
て
総
合
的
に
評
定
す
る
た
め
、
個
別
面
接
に
よ
る
試
験
を
行
い
ま
す
。

⚒

日
時
及
び
場
所

日

時

令
和
五
年
十
月
七
日
（
土
曜
日
）
又
は
同
月
八
日
（
日
曜
日
）
の
い
ず
れ
か
で
、

山
口
県
人
事
委
員
会
が
指
定
す
る
日

場

所

山
口
市
滝
町
一
番
一
号

山
口
県
庁

詳
細
に
つ
い
て
は
、
第
一
次
試
験
の
合
格
通
知
の
際
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

四

配
点

第
一
次
試
験
及
び
第
二
次
試
験
の
配
点
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
と
し
ま
す
。

㈠

第
一
次
試
験

教
養
試
験

五
〇
点

作
文
試
験

五
〇
点

㈡

第
二
次
試
験

口
述
試
験

一
四
〇
点

五

合
格
者
の
決
定
方
法

㈠

第
一
次
試
験
合
格
者
は
、
試
験
の
得
点
順
に
決
定
し
ま
す
。

た
だ
し
、
教
養
試
験
の
得
点
が
一
定
の
得
点
未
満
の
場
合
は
、
作
文
試
験
の
採
点
を
行
い
ま
せ

ん
。
こ
の
場
合
、
教
養
試
験
の
得
点
を
第
一
次
試
験
の
得
点
と
し
ま
す
。

な
お
、
教
養
試
験
の
得
点
が
平
均
点
の
六
割
未
満
又
は
作
文
試
験
の
得
点
が
十
二
・
五
点
以
下

の
場
合
は
不
合
格
と
な
り
ま
す
。

㈡

最
終
合
格
者
は
、
第
一
次
試
験
の
得
点
の
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
、
第
二
次
試
験
の
結
果
に
基

づ
い
て
決
定
し
ま
す
。

た
だ
し
、
口
述
試
験
の
得
点
が
三
十
五
点
以
下
の
場
合
は
、
不
合
格
と
な
り
ま
す
。

六

合
格
者
の
発
表

㈠

第
一
次
試
験
合
格
者

令
和
五
年
九
月
十
五
日
（
金
曜
日
）
と
し
、
合
格
者
の
受
験
番
号
を
山
口
県
人
事
委
員
会
事
務

局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
山
口
県
職
員
採
用
試
験
情
報
」
に
掲
載
す
る
と
と
も
に
、
合
格
者
に
文

書
で
通
知
し
ま
す
。

㈡

最
終
合
格
者

令
和
五
年
十
月
下
旬
と
し
、
合
格
者
の
受
験
番
号
を
山
口
県
人
事
委
員
会
事
務
局
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
「
山
口
県
職
員
採
用
試
験
情
報
」
に
掲
載
す
る
と
と
も
に
、
合
格
者
に
文
書
で
通
知
し

ま
す
。

な
お
、
発
表
日
は
、
第
二
次
試
験
当
日
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

㈢

試
験
の
得
点
等

受
験
者
は
、
試
験
の
得
点
及
び
順
位
を
知
り
た
い
場
合
に
は
、
合
格
者
の
発
表
日
（
第
一
次
試

験
の
合
格
者
に
あ
っ
て
は
、
最
終
合
格
者
の
発
表
日
）
以
後
、
山
口
県
人
事
委
員
会
事
務
局
に
お

い
て
、
そ
の
旨
を
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

七

合
格
か
ら
採
用
ま
で
の
経
路
及
び
給
与

㈠

合
格
者
は
、
山
口
県
人
事
委
員
会
が
作
成
す
る
採
用
候
補
者
名
簿
に
登
載
さ
れ
、
こ
の
う
ち
か

ら
各
任
命
権
者
が
採
用
者
を
決
定
し
ま
す
。
こ
の
名
簿
は
、
原
則
と
し
て
一
年
間
有
効
で
す
。
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㈡

採
用
は
、
原
則
と
し
て
令
和
六
年
四
月
一
日
に
行
わ
れ
ま
す
。

㈢

給
与
は
、
各
人
の
経
歴
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
が
、
採
用
時
の
年
齢
が
三
十
九
歳
で
高
等
学
校

を
卒
業
し
た
後
に
民
間
企
業
に
お
い
て
十
年
間
の
職
務
の
経
験
を
有
し
て
い
る
場
合
は
、
一
般
職

の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
六
年
山
口
県
条
例
第
二
号
）
別
表
第
一
の
行
政
職
給

料
表
の
一
級
四
十
七
号
給
の
給
料
月
額
が
支
給
さ
れ
る
ほ
か
、
扶
養
手
当
、
住
居
手
当
、
通
勤
手

当
、
期
末
手
当
、
勤
勉
手
当
等
が
そ
れ
ぞ
れ
の
支
給
要
件
に
応
じ
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

八

受
験
手
続
及
び
受
付
期
間

㈠

受
験
案
内
の
請
求

令
和
五
年
七
月
七
日
（
金
曜
日
）
以
後
に
山
口
県
人
事
委
員
会
事
務
局
（
山
口
市
滝
町
一
番
一

号
（
郵
便
番
号
七
五
三－

八
五
〇
一
）
）
に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。
郵
便
で
請
求
す
る
場
合
は
、

封
筒
の
表
に
「
就
職
氷
河
期
世
代
受
験
案
内
請
求
」
と
朱
書
し
、
百
二
十
円
分
の
切
手
を
貼
っ
た

宛
先
及
び
郵
便
番
号
を
明
記
し
た
返
信
用
封
筒
（
縦
三
十
三
・
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
二
十
四

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
も
の
）
を
必
ず
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
受
験
案
内
は
、
県
内
の
県
民
局
に
も
あ
り
ま
す
。

㈡

受
験
の
申
込
み

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
方
法
に
よ
り
、
受
験
の
申
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
特
別
の
事
情
に
よ
り
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
方
法
に
よ
る
受
験
の
申
込
み
を
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
、
令
和
五
年
七
月
十
四
日
（
金
曜
日
）
ま
で
に
山
口
県
人
事
委
員
会

事
務
局
（
電
話
〇
八
三－

九
三
三－

四
四
七
四
）
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

㈢

受
験
上
の
希
望
事
項

身
体
の
障
害
等
が
あ
る
者
で
試
験
当
日
に
車
椅
子
等
補
装
具
を
使
用
す
る
な
ど
、
受
験
に
際
し

て
の
希
望
事
項
が
あ
る
者
は
、
受
験
の
申
込
の
際
に
必
ず
そ
の
内
容
を
入
力
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
入
力
に
当
た
っ
て
は
、
山
口
県
人
事
委
員
会
事
務
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
山
口
県
職

員
採
用
試
験
情
報
」
に
掲
載
し
て
い
る
「
障
害
者
へ
の
受
験
上
の
配
慮
に
係
る
取
扱
要
領
」
を
参

照
し
て
く
だ
さ
い
。

㈣

受
付
の
期
間
及
び
時
間

令
和
五
年
七
月
七
日
（
金
曜
日
）
午
前
九
時
か
ら
同
月
二
十
七
日
（
木
曜
日
）
ま
で

九

そ
の
他

こ
の
試
験
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
山
口
県
人
事
委
員
会
事
務
局
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

公

告令
和
五
年
度
山
口
県
警
察
官
（
男
性
）
採
用
🄐
試
験
（
第
二
回
）
の
実
施

令
和
五
年
度
山
口
県
警
察
官
（
男
性
）
採
用
🄐
試
験
（
第
二
回
）
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

令
和
五
年
七
月
七
日

山
口
県
人
事
委
員
会

一

採
用
予
定
人
員

区

分

採

用

予

定

人

員

一

般

三
人
程
度

武
道
指
導

一
人
程
度

二

職
務
の
概
要

個
人
の
生
命
、
身
体
及
び
財
産
の
保
護
、
犯
罪
の
予
防
、
鎮
圧
及
び
捜
査
、
被
疑
者
の
逮
捕
、
交

通
の
取
締
り
そ
の
他
公
共
の
安
全
と
秩
序
の
維
持
の
任
務
に
従
事
し
ま
す
。

三

受
験
資
格

㈠

次
の
表
の
区
分
に
応
じ
た
受
験
資
格
に
該
当
す
る
者
が
受
験
で
き
ま
す
。

区

分

受

験

資

格

一

般

平
成
二
年
四
月
二
日
以
降
に
生
ま
れ
た
男
性
で
、
学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六

号
）
に
規
定
す
る
大
学
（
山
口
県
人
事
委
員
会
が
こ
れ
と
同
等
と
認
め
る
も
の
を
含
み
、
短
期
大
学

を
除
く
。
以
下
「
大
学
等
」
と
い
う
。
）
の
卒
業
者
又
は
令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
卒
業
す

る
見
込
み
の
者

武
道
指
導

平
成
二
年
四
月
二
日
以
降
に
生
ま
れ
た
男
性
で
、
大
学
等
の
卒
業
者
又
は
令
和
六
年
三
月
三
十
一
日

ま
で
に
卒
業
す
る
見
込
み
の
者
。
た
だ
し
、
次
の
資
格
要
件
の
い
ず
れ
か
を
有
す
る
者
に
限
り
ま

す
。
⚑

柔
道
の
段
位
が
二
段
以
上
の
者
で
、
全
日
本
柔
道
選
手
権
大
会
、
全
日
本
学
生
柔
道
体
重
別
選

手
権
大
会
、
全
日
本
学
生
柔
道
優
勝
大
会
又
は
全
日
本
学
生
柔
道
体
重
別
団
体
優
勝
大
会
の
い
ず

れ
か
に
出
場
し
た
も
の

⚒

剣
道
の
段
位
が
三
段
以
上
の
者
で
、
全
日
本
剣
道
選
手
権
大
会
、
全
日
本
学
生
剣
道
選
手
権
大

会
又
は
全
日
本
学
生
剣
道
優
勝
大
会
の
い
ず
れ
か
に
出
場
し
た
も
の

㈡

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

⚑

日
本
の
国
籍
を
有
し
な
い
者

⚒

民
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
四
十
九
号
）
附
則
第
三
条
第
三
項

の
規
定
に
よ
り
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
準
禁
治
産
者

⚓

禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
る
ま
で
又
は
そ
の
執
行
を
受
け
る
こ
と
が

な
く
な
る
ま
で
の
者

⚔

山
口
県
に
お
い
て
懲
戒
免
職
の
処
分
を
受
け
、
当
該
処
分
の
日
か
ら
二
年
を
経
過
し
な
い
者

⚕

日
本
国
憲
法
又
は
そ
の
下
に
成
立
し
た
政
府
を
暴
力
で
破
壊
す
る
こ
と
を
主
張
す
る
政
党
そ

一
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の
他
の
団
体
を
結
成
し
、
又
は
こ
れ
に
加
入
し
た
者

四

試
験
の
方
法
、
内
容
、
日
時
及
び
場
所

試
験
は
、
第
一
次
試
験
及
び
第
二
次
試
験
と
し
、
第
二
次
試
験
は
、
第
一
次
試
験
合
格
者
に
つ
い

て
行
い
ま
す
。

㈠

第
一
次
試
験

⚑

方
法
及
び
内
容

⑴

教
養
試
験

警
察
官
と
し
て
必
要
な
一
般
的
な
知
識
及
び
知
能
に
つ
い
て
、
択
一
式
に
よ
る
筆
記
試
験

に
よ
り
、
大
学
卒
業
程
度
の
教
養
試
験
を
行
い
ま
す
。

⑵

資
格
等
審
査

武
道
、
情
報
処
理
、
語
学
又
は
財
務
の
分
野
に
関
し
、
一
定
以
上
の
資
格
等
を
有
す
る
か

ど
う
か
に
つ
い
て
、
当
該
資
格
等
を
有
す
る
こ
と
を
証
す
る
資
料
に
よ
り
審
査
を
行
い
ま

す
。

⚒

日
時

令
和
五
年
九
月
十
七
日
（
日
曜
日
）

試
験
室
入
室

午
前
九
時
三
十
分
ま
で

試

験

午
前
十
時
か
ら
午
後
零
時
三
十
分
ま
で

⚓

場
所

山

口

市

山
口
県
立
大
学

㈡

第
二
次
試
験

１

方
法
及
び
内
容

⑴

論
文
試
験

思
考
力
、
表
現
力
、
構
成
力
等
に
つ
い
て
試
験
を
行
い
ま
す
。

⑵

口
述
試
験
等

人
物
に
つ
い
て
総
合
的
に
評
定
す
る
た
め
、
個
別
面
接
に
よ
る
試
験
及
び
適
性
検
査
を
行

い
ま
す
。

⑶

実
技
試
験
（
武
道
指
導
に
限
る
。
）

武
道
指
導
と
し
て
必
要
な
武
道
（
柔
道
又
は
剣
道
）
の
技
術
及
び
技
能
を
有
す
る
か
ど
う

か
に
つ
い
て
実
技
試
験
を
行
い
ま
す
。

⑷

身
体
検
査

医
療
機
関
に
お
い
て
検
査
し
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
第
一
次
試
験
の
合
格
通
知
の
際

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、
検
査
に
は
、
次
の
よ
う
な
基
準
が
あ
り
ま
す
。

視

力

両
眼
と
も
裸
眼
視
力
が
〇
・
六
以
上
又
は
矯
正
視
力
が
一
・
〇
以
上
で
あ
る

こ
と
。

色

覚

職
務
の
遂
行
に
支
障
が
な
い
こ
と
。

聴

力

職
務
の
遂
行
に
支
障
が
な
い
こ
と
。

そ
の
他

職
務
の
遂
行
に
支
障
が
な
い
身
体
的
状
態
で
あ
る
こ
と
。

⑸

体
力
検
査

職
務
の
遂
行
上
必
要
な
体
力
を
有
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
検
査
し
ま
す
。

な
お
、
検
査
に
は
、
次
の
よ
う
な
基
準
が
あ
り
ま
す
。

反
復
横
跳
び

二
〇
秒
間
に
四
五
回
以
上

シ
ャ
ト
ル
ラ
ン

四
三
回
以
上

関
節
運
動

職
務
の
遂
行
に
支
障
が
な
い
こ
と
。

⚒

日
時
及
び
場
所

⑴

適
性
検
査
及
び
論
文
試
験

日

時

令
和
五
年
十
月
二
十
一
日
（
土
曜
日
）

場

所

山
口
県
総
合
交
通
セ
ン
タ
ー

⑵

体
力
検
査
、
口
述
試
験
及
び
実
技
試
験

令
和
五
年
十
月
二
十
三
日
（
月
曜
日
）
か
ら
同
年
十
一
月
二
十
一
日
（
火
曜
日
）
の
い
ず

れ
か
で
、
山
口
県
警
察
本
部
長
が
指
定
す
る
日
に
山
口
市
で
行
い
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
第
一
次
試
験
の
合
格
通
知
の
際
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

五

配
点

第
一
次
試
験
及
び
第
二
次
試
験
の
配
点
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
と
し
ま
す
。

㈠

第
一
次
試
験

教
養
試
験

五
〇
点

資
格
等
審
査

一
〇
点

㈡

第
二
次
試
験

論
文
試
験

四
〇
点

口
述
試
験
等

一
四
〇
点

実
技
試
験

六
〇
点

体
力
検
査

三
〇
点

六

合
格
者
の
決
定
方
法

㈠

第
一
次
試
験
合
格
者
は
、
試
験
の
得
点
順
に
決
定
し
ま
す
。

た
だ
し
、
教
養
試
験
の
得
点
が
平
均
点
の
五
割
未
満
の
場
合
は
、
不
合
格
と
な
り
ま
す
。

㈡

最
終
合
格
者
は
、
第
一
次
試
験
の
得
点
の
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
、
第
二
次
試
験
の
結
果
に
基

づ
い
て
決
定
し
ま
す
。

た
だ
し
、
論
文
試
験
の
得
点
が
十
点
以
下
の
場
合
、
口
述
試
験
等
の
得
点
が
三
十
五
点
以
下
の

一
二
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場
合
、
実
技
試
験
の
得
点
が
二
十
四
点
以
下
の
場
合
、
身
体
検
査
の
基
準
を
満
た
さ
な
い
場
合
又

は
体
力
検
査
の
二
項
目
以
上
が
基
準
に
達
し
な
い
場
合
若
し
く
は
一
項
目
で
も
著
し
く
基
準
を
下

回
る
場
合
は
、
不
合
格
と
な
り
ま
す
。

㈢

第
一
志
望
を
武
道
指
導
の
区
分
と
し
第
二
志
望
を
一
般
の
区
分
と
し
た
受
験
者
が
武
道
指
導
の

区
分
に
係
る
第
一
次
試
験
又
は
第
二
次
試
験
に
お
い
て
不
合
格
と
な
っ
た
場
合
、
一
般
の
区
分
の

受
験
者
と
し
て
試
験
を
受
験
し
た
も
の
と
し
て
、
そ
の
合
否
を
決
定
し
ま
す
。

七

合
格
者
の
発
表

㈠

第
一
次
試
験
合
格
者

令
和
五
年
十
月
三
日
（
火
曜
日
）
と
し
、
合
格
者
の
受
験
番
号
を
山
口
県
人
事
委
員
会
事
務
局

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
山
口
県
職
員
採
用
試
験
情
報
」
に
掲
載
す
る
と
と
も
に
、
合
格
者
に
文
書

で
通
知
し
ま
す
。

㈡

最
終
合
格
者

令
和
五
年
十
二
月
中
旬
と
し
、
合
格
者
の
受
験
番
号
を
山
口
県
人
事
委
員
会
事
務
局
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
「
山
口
県
職
員
採
用
試
験
情
報
」
に
掲
載
す
る
と
と
も
に
、
合
格
者
に
文
書
で
通
知
し

ま
す
。

な
お
、
発
表
日
は
、
第
二
次
試
験
当
日
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

㈢

試
験
の
得
点
等

受
験
者
は
、
試
験
の
得
点
及
び
順
位
を
知
り
た
い
場
合
に
は
、
合
格
者
の
発
表
日
（
第
一
次
試

験
の
合
格
者
に
あ
っ
て
は
最
終
合
格
者
の
発
表
日
）
以
後
、
山
口
県
人
事
委
員
会
事
務
局
に
お
い

て
、
そ
の
旨
を
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

八

合
格
か
ら
採
用
ま
で
の
経
路
及
び
給
与

㈠

合
格
者
は
、
山
口
県
人
事
委
員
会
が
作
成
す
る
採
用
候
補
者
名
簿
に
登
載
さ
れ
、
こ
の
う
ち
か

ら
山
口
県
警
察
本
部
長
が
採
用
者
を
決
定
し
ま
す
。
こ
の
名
簿
は
、
原
則
と
し
て
一
年
間
有
効
で

す
。

㈡

採
用
は
、
原
則
と
し
て
令
和
六
年
四
月
一
日
に
行
わ
れ
ま
す
。
採
用
者
は
、
山
口
県
巡
査
に
任

命
さ
れ
、
山
口
県
警
察
学
校
に
入
校
し
、
六
月
間
の
初
任
教
養
を
受
け
た
後
、
勤
務
箇
所
に
配
置

さ
れ
ま
す
。

㈢

給
与
は
、
原
則
と
し
て
、
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
六
年
山
口
県
条

例
第
二
号
）
別
表
第
二
の
公
安
職
給
料
表
の
一
級
二
十
三
号
給
の
給
料
月
額
が
支
給
さ
れ
る
ほ

か
、
扶
養
手
当
、
住
居
手
当
、
通
勤
手
当
、
期
末
手
当
、
勤
勉
手
当
等
が
そ
れ
ぞ
れ
の
支
給
要
件

に
応
じ
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

九

受
験
手
続
及
び
受
付
期
間

㈠

受
験
案
内
の
請
求

令
和
五
年
七
月
七
日
（
金
曜
日
）
以
後
に
山
口
県
人
事
委
員
会
事
務
局
（
山
口
市
滝
町
一
番
一

号
（
郵
便
番
号
七
五
三－

八
五
〇
一
）
）
に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。
郵
便
で
請
求
す
る
場
合
は
、

封
筒
の
表
に
「
山
口
県
警
察
官
🄐
受
験
案
内
請
求
」
と
朱
書
し
、
百
二
十
円
分
の
切
手
を
貼
っ
た

宛
先
及
び
郵
便
番
号
を
明
記
し
た
返
信
用
封
筒
（
縦
三
十
三
・
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
二
十
四

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
も
の
）
を
必
ず
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
受
験
案
内
は
、
山
口
県
内
の
警
察
署
、
交
番
及
び
駐
在
所
に
も
あ
り
ま
す
。

㈡

受
験
の
申
込
み

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
方
法
に
よ
り
、
受
験
の
申
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
特
別
の
事
情
に
よ
り
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
方
法
に
よ
る
受
験
の
申
込
み
を
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
、
令
和
五
年
八
月
四
日
（
金
曜
日
）
ま
で
に
山
口
県
人
事
委
員
会
事

務
局
（
電
話
〇
八
三－

九
三
三－

四
四
七
四
）
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

㈢

受
験
上
の
希
望
事
項

身
体
の
障
害
等
が
あ
る
者
で
試
験
当
日
に
車
椅
子
等
補
装
具
を
使
用
す
る
な
ど
、
受
験
に
際
し

て
の
希
望
事
項
が
あ
る
者
は
、
受
験
の
申
込
み
の
際
に
必
ず
そ
の
内
容
を
入
力
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
入
力
に
当
た
っ
て
は
、
山
口
県
人
事
委
員
会
事
務
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
山
口
県
職

員
採
用
試
験
情
報
」
に
掲
載
し
て
い
る
「
障
害
者
へ
の
受
験
上
の
配
慮
に
係
る
取
扱
要
領
」
を
参

照
し
て
く
だ
さ
い
。

㈣

受
付
の
期
間
及
び
時
間

令
和
五
年
七
月
七
日
（
金
曜
日
）
午
前
九
時
か
ら
同
年
八
月
十
五
日
（
火
曜
日
）
ま
で

十

そ
の
他

こ
の
試
験
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
山
口
県
人
事
委
員
会
事
務
局
又
は
山
口
県
警
察
本
部
警
務
部
警

務
課
（
電
話
〇
八
三－

九
三
三－

〇
一
一
〇
）
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

公

告令
和
五
年
度
山
口
県
警
察
官
（
男
性
）
採
用
🄑
試
験
の
実
施

令
和
五
年
度
山
口
県
警
察
官
（
男
性
）
採
用
🄑
試
験
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

令
和
五
年
七
月
七
日

山
口
県
人
事
委
員
会

一

採
用
予
定
人
員

二
十
六
人
程
度

二

職
務
の
概
要

個
人
の
生
命
、
身
体
及
び
財
産
の
保
護
、
犯
罪
の
予
防
、
鎮
圧
及
び
捜
査
、
被
疑
者
の
逮
捕
、
交

通
の
取
締
り
そ
の
他
公
共
の
安
全
と
秩
序
の
維
持
の
任
務
に
従
事
し
ま
す
。

一
二
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三

受
験
資
格

㈠

平
成
二
年
四
月
二
日
か
ら
平
成
十
八
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
男
性
が
受
験
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
に
規
定
す
る
大
学
（
山
口
県
人
事

委
員
会
が
こ
れ
と
同
等
と
認
め
る
も
の
を
含
み
、
短
期
大
学
を
除
く
。
以
下
「
大
学
等
」
と
い

う
。
）
の
卒
業
者
又
は
大
学
等
に
在
籍
し
て
い
る
者
は
、
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

㈡

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

⚑

日
本
の
国
籍
を
有
し
な
い
者

⚒

民
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
四
十
九
号
）
附
則
第
三
条
第
三
項

の
規
定
に
よ
り
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
準
禁
治
産
者

⚓

禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
る
ま
で
又
は
そ
の
執
行
を
受
け
る
こ
と
が

な
く
な
る
ま
で
の
者

⚔

山
口
県
に
お
い
て
懲
戒
免
職
の
処
分
を
受
け
、
当
該
処
分
の
日
か
ら
二
年
を
経
過
し
な
い
者

⚕

日
本
国
憲
法
又
は
そ
の
下
に
成
立
し
た
政
府
を
暴
力
で
破
壊
す
る
こ
と
を
主
張
す
る
政
党
そ

の
他
の
団
体
を
結
成
し
、
又
は
こ
れ
に
加
入
し
た
者

四

試
験
の
方
法
、
内
容
、
日
時
及
び
場
所

試
験
は
、
第
一
次
試
験
及
び
第
二
次
試
験
と
し
、
第
二
次
試
験
は
、
第
一
次
試
験
合
格
者
に
つ
い

て
行
い
ま
す
。

㈠

第
一
次
試
験

⚑

方
法
及
び
内
容

⑴

教
養
試
験

警
察
官
と
し
て
必
要
な
一
般
的
な
知
識
及
び
知
能
に
つ
い
て
、
択
一
式
に
よ
る
筆
記
試
験

に
よ
り
、
高
等
学
校
卒
業
程
度
の
教
養
試
験
を
行
い
ま
す
。

⑵

資
格
等
審
査

武
道
、
情
報
処
理
、
語
学
又
は
財
務
の
分
野
に
関
し
、
一
定
以
上
の
資
格
等
を
有
す
る
か

ど
う
か
に
つ
い
て
、
当
該
資
格
等
を
有
す
る
こ
と
を
証
す
る
資
料
に
よ
り
審
査
を
行
い
ま

す
。

⚒

日
時

令
和
五
年
九
月
十
七
日
（
日
曜
日
）

試
験
室
入
室

午
前
九
時
三
十
分
ま
で

試

験

午
前
十
時
か
ら
午
後
零
時
ま
で

⚓

場
所

下

関

市

下
関
市
立
大
学

山

口

市

山
口
県
立
大
学

周

南

市

山
口
県
周
南
総
合
庁
舎

㈡

第
二
次
試
験

１

方
法
及
び
内
容

⑴

作
文
試
験

表
現
力
、
構
成
力
等
に
つ
い
て
試
験
を
行
い
ま
す
。

⑵

口
述
試
験
等

人
物
に
つ
い
て
総
合
的
に
評
定
す
る
た
め
、
個
別
面
接
に
よ
る
試
験
及
び
適
性
検
査
を
行

い
ま
す
。

⑶

身
体
検
査

医
療
機
関
に
お
い
て
検
査
し
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
第
一
次
試
験
の
合
格
通
知
の
際

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、
検
査
に
は
、
次
の
よ
う
な
基
準
が
あ
り
ま
す
。

視

力

両
眼
と
も
裸
眼
視
力
が
〇
・
六
以
上
又
は
矯
正
視
力
が
一
・
〇
以
上
で
あ
る

こ
と
。

色

覚

職
務
の
遂
行
に
支
障
が
な
い
こ
と
。

聴

力

職
務
の
遂
行
に
支
障
が
な
い
こ
と
。

そ
の
他

職
務
の
遂
行
に
支
障
が
な
い
身
体
的
状
態
で
あ
る
こ
と
。

⑷

体
力
検
査

職
務
の
遂
行
上
必
要
な
体
力
を
有
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
検
査
し
ま
す
。

な
お
、
検
査
に
は
、
次
の
よ
う
な
基
準
が
あ
り
ま
す
。

反
復
横
跳
び

二
〇
秒
間
に
四
五
回
以
上

シ
ャ
ト
ル
ラ
ン

四
三
回
以
上

関
節
運
動

職
務
の
遂
行
に
支
障
が
な
い
こ
と
。

⚒

日
時
及
び
場
所

⑴

適
性
検
査
及
び
作
文
試
験

日

時

令
和
五
年
十
月
二
十
一
日
（
土
曜
日
）

場

所

山
口
県
総
合
交
通
セ
ン
タ
ー

⑵

体
力
検
査
及
び
口
述
試
験

令
和
五
年
十
月
二
十
三
日
（
月
曜
日
）
か
ら
同
年
十
一
月
二
十
一
日
（
火
曜
日
）
の
い
ず

れ
か
で
、
山
口
県
警
察
本
部
長
が
指
定
す
る
日
に
山
口
市
で
行
い
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
第
一
次
試
験
の
合
格
通
知
の
際
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

五

配
点

第
一
次
試
験
及
び
第
二
次
試
験
の
配
点
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
と
し
ま
す
。

㈠

第
一
次
試
験

教
養
試
験

五
〇
点

一
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資
格
等
審
査

一
〇
点

㈡

第
二
次
試
験

作
文
試
験

四
〇
点

口
述
試
験
等

一
四
〇
点

体
力
検
査

三
〇
点

六

合
格
者
の
決
定
方
法

㈠

第
一
次
試
験
合
格
者
は
、
試
験
の
得
点
順
に
決
定
し
ま
す
。

た
だ
し
、
教
養
試
験
の
得
点
が
平
均
点
の
五
割
未
満
の
場
合
は
、
不
合
格
と
な
り
ま
す
。

㈡

最
終
合
格
者
は
、
第
一
次
試
験
の
得
点
の
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
、
第
二
次
試
験
の
結
果
に
基

づ
い
て
決
定
し
ま
す
。

た
だ
し
、
作
文
試
験
の
得
点
が
十
点
以
下
の
場
合
、
口
述
試
験
等
の
得
点
が
三
十
五
点
以
下
の

場
合
、
身
体
検
査
の
基
準
を
満
た
さ
な
い
場
合
又
は
体
力
検
査
の
二
項
目
以
上
が
基
準
に
達
し
な

い
場
合
若
し
く
は
一
項
目
で
も
著
し
く
基
準
を
下
回
る
場
合
は
、
不
合
格
と
な
り
ま
す
。

七

合
格
者
の
発
表

㈠

第
一
次
試
験
合
格
者

令
和
五
年
十
月
三
日
（
火
曜
日
）
と
し
、
合
格
者
の
受
験
番
号
を
山
口
県
人
事
委
員
会
事
務
局

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
山
口
県
職
員
採
用
試
験
情
報
」
に
掲
載
す
る
と
と
も
に
、
合
格
者
に
文
書

で
通
知
し
ま
す
。

㈡

最
終
合
格
者

令
和
五
年
十
二
月
中
旬
と
し
、
合
格
者
の
受
験
番
号
を
山
口
県
人
事
委
員
会
事
務
局
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
「
山
口
県
職
員
採
用
試
験
情
報
」
に
掲
載
す
る
と
と
も
に
、
合
格
者
に
文
書
で
通
知
し

ま
す
。

な
お
、
発
表
日
は
、
第
二
次
試
験
当
日
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

㈢

試
験
の
得
点
等

受
験
者
は
、
試
験
の
得
点
及
び
順
位
を
知
り
た
い
場
合
に
は
、
合
格
者
の
発
表
日
（
第
一
次
試

験
の
合
格
者
に
あ
っ
て
は
最
終
合
格
者
の
発
表
日
）
以
後
、
山
口
県
人
事
委
員
会
事
務
局
に
お
い

て
、
そ
の
旨
を
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

八

合
格
か
ら
採
用
ま
で
の
経
路
及
び
給
与

㈠

合
格
者
は
、
山
口
県
人
事
委
員
会
が
作
成
す
る
採
用
候
補
者
名
簿
に
登
載
さ
れ
、
こ
の
う
ち
か

ら
山
口
県
警
察
本
部
長
が
採
用
者
を
決
定
し
ま
す
。
こ
の
名
簿
は
、
原
則
と
し
て
一
年
間
有
効
で

す
。

㈡

採
用
は
、
原
則
と
し
て
令
和
六
年
四
月
一
日
に
行
わ
れ
ま
す
。
採
用
者
は
、
山
口
県
巡
査
に
任

命
さ
れ
、
山
口
県
警
察
学
校
に
入
校
し
、
十
月
間
の
初
任
教
養
を
受
け
た
後
、
勤
務
箇
所
に
配
置

さ
れ
ま
す
。

㈢

給
与
は
、
原
則
と
し
て
、
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
六
年
山
口
県
条

例
第
二
号
）
別
表
第
二
の
公
安
職
給
料
表
の
一
級
七
号
給
の
給
料
月
額
が
支
給
さ
れ
る
ほ
か
、
扶

養
手
当
、
住
居
手
当
、
通
勤
手
当
、
期
末
手
当
、
勤
勉
手
当
等
が
そ
れ
ぞ
れ
の
支
給
要
件
に
応
じ

て
支
給
さ
れ
ま
す
。

九

受
験
手
続
及
び
受
付
期
間

㈠

受
験
案
内
の
請
求

令
和
五
年
七
月
七
日
（
金
曜
日
）
以
後
に
山
口
県
人
事
委
員
会
事
務
局
（
山
口
市
滝
町
一
番
一

号
（
郵
便
番
号
七
五
三－

八
五
〇
一
）
）
に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。
郵
便
で
請
求
す
る
場
合
は
、

封
筒
の
表
に
「
山
口
県
警
察
官
🄑
受
験
案
内
請
求
」
と
朱
書
し
、
百
二
十
円
分
の
切
手
を
貼
っ
た

宛
先
及
び
郵
便
番
号
を
明
記
し
た
返
信
用
封
筒
（
縦
三
十
三
・
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
二
十
四

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
も
の
）
を
必
ず
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
受
験
案
内
は
、
山
口
県
内
の
警
察
署
、
交
番
及
び
駐
在
所
に
も
あ
り
ま
す
。

㈡

受
験
の
申
込
み

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
方
法
に
よ
り
、
受
験
の
申
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
特
別
の
事
情
に
よ
り
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
方
法
に
よ
る
受
験
の
申
込
み
を
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
、
令
和
五
年
八
月
四
日
（
金
曜
日
）
ま
で
に
山
口
県
人
事
委
員
会
事

務
局
（
電
話
〇
八
三－

九
三
三－

四
四
七
四
）
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

㈢

受
験
上
の
希
望
事
項

身
体
の
障
害
等
が
あ
る
者
で
試
験
当
日
に
車
椅
子
等
補
装
具
を
使
用
す
る
な
ど
、
受
験
に
際
し

て
の
希
望
事
項
が
あ
る
者
は
、
受
験
の
申
込
み
の
際
に
必
ず
そ
の
内
容
を
入
力
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
入
力
に
当
た
っ
て
は
、
山
口
県
人
事
委
員
会
事
務
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
山
口
県
職

員
採
用
試
験
情
報
」
に
掲
載
し
て
い
る
「
障
害
者
へ
の
受
験
上
の
配
慮
に
係
る
取
扱
要
領
」
を
参

照
し
て
く
だ
さ
い
。

㈣

受
付
の
期
間
及
び
時
間

令
和
五
年
七
月
七
日
（
金
曜
日
）
午
前
九
時
か
ら
同
年
八
月
十
五
日
（
火
曜
日
）
ま
で

十

そ
の
他

こ
の
試
験
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
山
口
県
人
事
委
員
会
事
務
局
又
は
山
口
県
警
察
本
部
警
務
部
警

務
課
（
電
話
〇
八
三－

九
三
三－

〇
一
一
〇
）
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

公

告令
和
五
年
度
山
口
県
警
察
官
（
女
性
）
採
用
🄐
試
験
（
第
二
回
）
の
実
施

令
和
五
年
度
山
口
県
警
察
官
（
女
性
）
採
用
🄐
試
験
（
第
二
回
）
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。
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令
和
五
年
七
月
七
日

山
口
県
人
事
委
員
会

一

採
用
予
定
人
員

二
人
程
度

二

職
務
の
概
要

個
人
の
生
命
、
身
体
及
び
財
産
の
保
護
、
犯
罪
の
予
防
、
鎮
圧
及
び
捜
査
、
被
疑
者
の
逮
捕
、
交

通
の
取
締
り
そ
の
他
公
共
の
安
全
と
秩
序
の
維
持
の
任
務
に
従
事
し
ま
す
。

三

受
験
資
格

㈠

平
成
二
年
四
月
二
日
以
降
に
生
ま
れ
た
女
性
で
、
学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十

六
号
）
に
規
定
す
る
大
学
（
山
口
県
人
事
委
員
会
が
こ
れ
と
同
等
と
認
め
る
も
の
を
含
み
、
短
期

大
学
を
除
く
。
）
の
卒
業
者
又
は
令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
卒
業
す
る
見
込
み
の
者
が
受

験
で
き
ま
す
。

㈡

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

⚑

日
本
の
国
籍
を
有
し
な
い
者

⚒

民
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
四
十
九
号
）
附
則
第
三
条
第
三
項

の
規
定
に
よ
り
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
準
禁
治
産
者

⚓

禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
る
ま
で
又
は
そ
の
執
行
を
受
け
る
こ
と
が

な
く
な
る
ま
で
の
者

⚔

山
口
県
に
お
い
て
懲
戒
免
職
の
処
分
を
受
け
、
当
該
処
分
の
日
か
ら
二
年
を
経
過
し
な
い
者

⚕

日
本
国
憲
法
又
は
そ
の
下
に
成
立
し
た
政
府
を
暴
力
で
破
壊
す
る
こ
と
を
主
張
す
る
政
党
そ

の
他
の
団
体
を
結
成
し
、
又
は
こ
れ
に
加
入
し
た
者

四

試
験
の
方
法
、
内
容
、
日
時
及
び
場
所

試
験
は
、
第
一
次
試
験
及
び
第
二
次
試
験
と
し
、
第
二
次
試
験
は
、
第
一
次
試
験
合
格
者
に
つ
い

て
行
い
ま
す
。

㈠

第
一
次
試
験

⚑

方
法
及
び
内
容

⑴

教
養
試
験

警
察
官
と
し
て
必
要
な
一
般
的
な
知
識
及
び
知
能
に
つ
い
て
、
択
一
式
に
よ
る
筆
記
試
験

に
よ
り
、
大
学
卒
業
程
度
の
教
養
試
験
を
行
い
ま
す
。

⑵

資
格
等
審
査

武
道
、
情
報
処
理
、
語
学
又
は
財
務
の
分
野
に
関
し
、
一
定
以
上
の
資
格
等
を
有
す
る
か

ど
う
か
に
つ
い
て
、
当
該
資
格
等
を
有
す
る
こ
と
を
証
す
る
資
料
に
よ
り
審
査
を
行
い
ま

す
。

⚒

日
時

令
和
五
年
九
月
十
七
日
（
日
曜
日
）

試
験
室
入
室

午
前
九
時
三
十
分
ま
で

試

験

午
前
十
時
か
ら
午
後
零
時
三
十
分
ま
で

⚓

場
所

山

口

市

山
口
県
立
大
学

㈡

第
二
次
試
験

１

方
法
及
び
内
容

⑴

論
文
試
験

思
考
力
、
表
現
力
、
構
成
力
等
に
つ
い
て
試
験
を
行
い
ま
す
。

⑵

口
述
試
験
等

人
物
に
つ
い
て
総
合
的
に
評
定
す
る
た
め
、
個
別
面
接
に
よ
る
試
験
及
び
適
性
検
査
を
行

い
ま
す
。

⑶

身
体
検
査

医
療
機
関
に
お
い
て
検
査
し
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
第
一
次
試
験
の
合
格
通
知
の
際

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、
検
査
に
は
、
次
の
よ
う
な
基
準
が
あ
り
ま
す
。

視

力

両
眼
と
も
裸
眼
視
力
が
〇
・
六
以
上
又
は
矯
正
視
力
が
一
・
〇
以
上
で
あ
る

こ
と
。

色

覚

職
務
の
遂
行
に
支
障
が
な
い
こ
と
。

聴

力

職
務
の
遂
行
に
支
障
が
な
い
こ
と
。

そ
の
他

職
務
の
遂
行
に
支
障
が
な
い
身
体
的
状
態
で
あ
る
こ
と
。

⑷

体
力
検
査

職
務
の
遂
行
上
必
要
な
体
力
を
有
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
検
査
し
ま
す
。

な
お
、
検
査
に
は
、
次
の
よ
う
な
基
準
が
あ
り
ま
す
。

反
復
横
跳
び

二
〇
秒
間
に
四
〇
回
以
上

シ
ャ
ト
ル
ラ
ン

二
五
回
以
上

関
節
運
動

職
務
の
遂
行
に
支
障
が
な
い
こ
と
。

⚒

日
時
及
び
場
所

⑴

適
性
検
査
及
び
論
文
試
験

日

時

令
和
五
年
十
月
二
十
一
日
（
土
曜
日
）

場

所

山
口
県
総
合
交
通
セ
ン
タ
ー

⑵

体
力
検
査
及
び
口
述
試
験

令
和
五
年
十
月
二
十
三
日
（
月
曜
日
）
か
ら
同
年
十
一
月
二
十
一
日
（
火
曜
日
）
の
い
ず

れ
か
で
、
山
口
県
警
察
本
部
長
が
指
定
す
る
日
に
山
口
市
で
行
い
ま
す
。 一
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詳
細
に
つ
い
て
は
、
第
一
次
試
験
の
合
格
通
知
の
際
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

五

配
点

第
一
次
試
験
及
び
第
二
次
試
験
の
配
点
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
と
し
ま
す
。

㈠

第
一
次
試
験

教
養
試
験

五
〇
点

資
格
等
審
査

一
〇
点

㈡

第
二
次
試
験

論
文
試
験

四
〇
点

口
述
試
験
等

一
四
〇
点

体
力
検
査

三
〇
点

六

合
格
者
の
決
定
方
法

㈠

第
一
次
試
験
合
格
者
は
、
試
験
の
得
点
順
に
決
定
し
ま
す
。

た
だ
し
、
教
養
試
験
の
得
点
が
平
均
点
の
五
割
未
満
の
場
合
は
、
不
合
格
と
な
り
ま
す
。

㈡

最
終
合
格
者
は
、
第
一
次
試
験
の
得
点
の
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
、
第
二
次
試
験
の
結
果
に
基

づ
い
て
決
定
し
ま
す
。

た
だ
し
、
論
文
試
験
の
得
点
が
十
点
以
下
の
場
合
、
口
述
試
験
等
の
得
点
が
三
十
五
点
以
下
の

場
合
、
身
体
検
査
の
基
準
を
満
た
さ
な
い
場
合
又
は
体
力
検
査
の
二
項
目
以
上
が
基
準
に
達
し
な

い
場
合
若
し
く
は
一
項
目
で
も
著
し
く
基
準
を
下
回
る
場
合
は
、
不
合
格
と
な
り
ま
す
。

七

合
格
者
の
発
表

㈠

第
一
次
試
験
合
格
者

令
和
五
年
十
月
三
日
（
火
曜
日
）
と
し
、
合
格
者
の
受
験
番
号
を
山
口
県
人
事
委
員
会
事
務
局

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
山
口
県
職
員
採
用
試
験
情
報
」
に
掲
載
す
る
と
と
も
に
、
合
格
者
に
文
書

で
通
知
し
ま
す
。

㈡

最
終
合
格
者

令
和
五
年
十
二
月
中
旬
と
し
、
合
格
者
の
受
験
番
号
を
山
口
県
人
事
委
員
会
事
務
局
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
「
山
口
県
職
員
採
用
試
験
情
報
」
に
掲
載
す
る
と
と
も
に
、
合
格
者
に
文
書
で
通
知
し

ま
す
。

な
お
、
発
表
日
は
、
第
二
次
試
験
当
日
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

㈢

試
験
の
得
点
等

受
験
者
は
、
試
験
の
得
点
及
び
順
位
を
知
り
た
い
場
合
に
は
、
合
格
者
の
発
表
日
（
第
一
次
試

験
の
合
格
者
に
あ
っ
て
は
最
終
合
格
者
の
発
表
日
）
以
後
、
山
口
県
人
事
委
員
会
事
務
局
に
お
い

て
、
そ
の
旨
を
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

八

合
格
か
ら
採
用
ま
で
の
経
路
及
び
給
与

㈠

合
格
者
は
、
山
口
県
人
事
委
員
会
が
作
成
す
る
採
用
候
補
者
名
簿
に
登
載
さ
れ
、
こ
の
う
ち
か

ら
山
口
県
警
察
本
部
長
が
採
用
者
を
決
定
し
ま
す
。
こ
の
名
簿
は
、
原
則
と
し
て
一
年
間
有
効
で

す
。

㈡

採
用
は
、
原
則
と
し
て
令
和
六
年
四
月
一
日
に
行
わ
れ
ま
す
。
採
用
者
は
、
山
口
県
巡
査
に
任

命
さ
れ
、
山
口
県
警
察
学
校
に
入
校
し
、
六
月
間
の
初
任
教
養
を
受
け
た
後
、
勤
務
箇
所
に
配
置

さ
れ
ま
す
。

㈢

給
与
は
、
原
則
と
し
て
、
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
六
年
山
口
県
条

例
第
二
号
）
別
表
第
二
の
公
安
職
給
料
表
の
一
級
二
十
三
号
給
の
給
料
月
額
が
支
給
さ
れ
る
ほ

か
、
扶
養
手
当
、
住
居
手
当
、
通
勤
手
当
、
期
末
手
当
、
勤
勉
手
当
等
が
そ
れ
ぞ
れ
の
支
給
要
件

に
応
じ
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

九

受
験
手
続
及
び
受
付
期
間

㈠

受
験
案
内
の
請
求

令
和
五
年
七
月
七
日
（
金
曜
日
）
以
後
に
山
口
県
人
事
委
員
会
事
務
局
（
山
口
市
滝
町
一
番
一

号
（
郵
便
番
号
七
五
三－

八
五
〇
一
）
）
に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。
郵
便
で
請
求
す
る
場
合
は
、

封
筒
の
表
に
「
山
口
県
警
察
官
🄐
受
験
案
内
請
求
」
と
朱
書
し
、
百
二
十
円
分
の
切
手
を
貼
っ
た

宛
先
及
び
郵
便
番
号
を
明
記
し
た
返
信
用
封
筒
（
縦
三
十
三
・
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
二
十
四

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
も
の
）
を
必
ず
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
受
験
案
内
は
、
山
口
県
内
の
警
察
署
、
交
番
及
び
駐
在
所
に
も
あ
り
ま
す
。

㈡

受
験
の
申
込
み

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
方
法
に
よ
り
、
受
験
の
申
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
特
別
の
事
情
に
よ
り
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
方
法
に
よ
る
受
験
の
申
込
み
を
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
、
令
和
五
年
八
月
四
日
（
金
曜
日
）
ま
で
に
山
口
県
人
事
委
員
会
事

務
局
（
電
話
〇
八
三－

九
三
三－

四
四
七
四
）
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

㈢

受
験
上
の
希
望
事
項

身
体
の
障
害
等
が
あ
る
者
で
試
験
当
日
に
車
椅
子
等
補
装
具
を
使
用
す
る
な
ど
、
受
験
に
際
し

て
の
希
望
事
項
が
あ
る
者
は
、
受
験
の
申
込
み
の
際
に
必
ず
そ
の
内
容
を
入
力
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
入
力
に
当
た
っ
て
は
、
山
口
県
人
事
委
員
会
事
務
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
山
口
県
職

員
採
用
試
験
情
報
」
に
掲
載
し
て
い
る
「
障
害
者
へ
の
受
験
上
の
配
慮
に
係
る
取
扱
要
領
」
を
参

照
し
て
く
だ
さ
い
。

㈣

受
付
の
期
間
及
び
時
間

令
和
五
年
七
月
七
日
（
金
曜
日
）
午
前
九
時
か
ら
同
年
八
月
十
五
日
（
火
曜
日
）
ま
で

十

そ
の
他

こ
の
試
験
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
山
口
県
人
事
委
員
会
事
務
局
又
は
山
口
県
警
察
本
部
警
務
部
警

務
課
（
電
話
〇
八
三－
九
三
三－

〇
一
一
〇
）
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。 一
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公

告令
和
五
年
度
山
口
県
警
察
官
（
女
性
）
採
用
🄑
試
験
の
実
施

令
和
五
年
度
山
口
県
警
察
官
（
女
性
）
採
用
🄑
試
験
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

令
和
五
年
七
月
七
日

山
口
県
人
事
委
員
会

一

採
用
予
定
人
員

十
二
人
程
度

二

職
務
の
概
要

個
人
の
生
命
、
身
体
及
び
財
産
の
保
護
、
犯
罪
の
予
防
、
鎮
圧
及
び
捜
査
、
被
疑
者
の
逮
捕
、
交

通
の
取
締
り
そ
の
他
公
共
の
安
全
と
秩
序
の
維
持
の
任
務
に
従
事
し
ま
す
。

三

受
験
資
格

㈠

平
成
二
年
四
月
二
日
か
ら
平
成
十
八
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
女
性
が
受
験
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
に
規
定
す
る
大
学
（
山
口
県
人
事

委
員
会
が
こ
れ
と
同
等
と
認
め
る
も
の
を
含
み
、
短
期
大
学
を
除
く
。
以
下
「
大
学
等
」
と
い

う
。
）
の
卒
業
者
又
は
大
学
等
に
在
籍
し
て
い
る
者
は
、
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

㈡

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

１

日
本
の
国
籍
を
有
し
な
い
者

⚒

民
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
四
十
九
号
）
附
則
第
三
条
第
三
項

の
規
定
に
よ
り
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
準
禁
治
産
者

⚓

禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
る
ま
で
又
は
そ
の
執
行
を
受
け
る
こ
と
が

な
く
な
る
ま
で
の
者

⚔

山
口
県
に
お
い
て
懲
戒
免
職
の
処
分
を
受
け
、
当
該
処
分
の
日
か
ら
二
年
を
経
過
し
な
い
者

⚕

日
本
国
憲
法
又
は
そ
の
下
に
成
立
し
た
政
府
を
暴
力
で
破
壊
す
る
こ
と
を
主
張
す
る
政
党
そ

の
他
の
団
体
を
結
成
し
、
又
は
こ
れ
に
加
入
し
た
者

四

試
験
の
方
法
、
内
容
、
日
時
及
び
場
所

試
験
は
、
第
一
次
試
験
及
び
第
二
次
試
験
と
し
、
第
二
次
試
験
は
、
第
一
次
試
験
合
格
者
に
つ
い

て
行
い
ま
す
。

㈠

第
一
次
試
験

⚑

方
法
及
び
内
容

⑴

教
養
試
験

警
察
官
と
し
て
必
要
な
一
般
的
な
知
識
及
び
知
能
に
つ
い
て
、
択
一
式
に
よ
る
筆
記
試
験

に
よ
り
、
高
等
学
校
卒
業
程
度
の
教
養
試
験
を
行
い
ま
す
。

⑵

資
格
等
審
査

武
道
、
情
報
処
理
、
語
学
又
は
財
務
の
分
野
に
関
し
、
一
定
以
上
の
資
格
等
を
有
す
る
か

ど
う
か
に
つ
い
て
、
当
該
資
格
等
を
有
す
る
こ
と
を
証
す
る
資
料
に
よ
り
審
査
を
行
い
ま

す
。

⚒

日
時

令
和
五
年
九
月
十
七
日
（
日
曜
日
）

試
験
室
入
室

午
前
九
時
三
十
分
ま
で

試

験

午
前
十
時
か
ら
午
後
零
時
ま
で

⚓

場
所

下

関

市

下
関
市
立
大
学

山

口

市

山
口
県
立
大
学

周

南

市

山
口
県
周
南
総
合
庁
舎

㈡

第
二
次
試
験

⚑

方
法
及
び
内
容

⑴

作
文
試
験

表
現
力
、
構
成
力
等
に
つ
い
て
試
験
を
行
い
ま
す
。

⑵

口
述
試
験
等

人
物
に
つ
い
て
総
合
的
に
評
定
す
る
た
め
、
個
別
面
接
に
よ
る
試
験
及
び
適
性
検
査
を
行

い
ま
す
。

⑶

身
体
検
査

医
療
機
関
に
お
い
て
検
査
し
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
第
一
次
試
験
の
合
格
通
知
の
際

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、
検
査
に
は
、
次
の
よ
う
な
基
準
が
あ
り
ま
す
。

視

力

両
眼
と
も
裸
眼
視
力
が
〇
・
六
以
上
又
は
矯
正
視
力
が
一
・
〇
以
上
で
あ
る

こ
と
。

色

覚

職
務
の
遂
行
に
支
障
が
な
い
こ
と
。

聴

力

職
務
の
遂
行
に
支
障
が
な
い
こ
と
。

そ
の
他

職
務
の
遂
行
に
支
障
が
な
い
身
体
的
状
態
で
あ
る
こ
と
。

⑷

体
力
検
査

職
務
の
遂
行
上
必
要
な
体
力
を
有
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
検
査
し
ま
す
。

な
お
、
検
査
に
は
、
次
の
よ
う
な
基
準
が
あ
り
ま
す
。

反
復
横
跳
び

二
〇
秒
間
に
四
〇
回
以
上

シ
ャ
ト
ル
ラ
ン

二
五
回
以
上

関
節
運
動

職
務
の
遂
行
に
支
障
が
な
い
こ
と
。

一
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⚒

日
時
及
び
場
所

⑴

適
性
検
査
及
び
作
文
試
験

日

時

令
和
五
年
十
月
二
十
一
日
（
土
曜
日
）

場

所

山
口
県
総
合
交
通
セ
ン
タ
ー

⑵

体
力
検
査
及
び
口
述
試
験

令
和
五
年
十
月
二
十
三
日
（
月
曜
日
）
か
ら
同
年
十
一
月
二
十
一
日
（
火
曜
日
）
の
い
ず

れ
か
で
、
山
口
県
警
察
本
部
長
が
指
定
す
る
日
に
山
口
市
で
行
い
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
第
一
次
試
験
の
合
格
通
知
の
際
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

五

配
点

第
一
次
試
験
及
び
第
二
次
試
験
の
配
点
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
と
し
ま
す
。

㈠

第
一
次
試
験

教
養
試
験

五
〇
点

資
格
等
審
査

一
〇
点

㈡

第
二
次
試
験

作
文
試
験

四
〇
点

口
述
試
験
等

一
四
〇
点

体
力
検
査

三
〇
点

六

合
格
者
の
決
定
方
法

㈠

第
一
次
試
験
合
格
者
は
、
試
験
の
得
点
順
に
決
定
し
ま
す
。

た
だ
し
、
教
養
試
験
の
得
点
が
平
均
点
の
五
割
未
満
の
場
合
は
、
不
合
格
と
な
り
ま
す
。

㈡

最
終
合
格
者
は
、
第
一
次
試
験
の
得
点
の
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
、
第
二
次
試
験
の
結
果
に
基

づ
い
て
決
定
し
ま
す
。

た
だ
し
、
作
文
試
験
の
得
点
が
十
点
以
下
の
場
合
、
口
述
試
験
等
の
得
点
が
三
十
五
点
以
下
の

場
合
、
身
体
検
査
の
基
準
を
満
た
さ
な
い
場
合
又
は
体
力
検
査
の
二
項
目
以
上
が
基
準
に
達
し
な

い
場
合
若
し
く
は
一
項
目
で
も
著
し
く
基
準
を
下
回
る
場
合
は
、
不
合
格
と
な
り
ま
す
。

七

合
格
者
の
発
表

㈠

第
一
次
試
験
合
格
者

令
和
五
年
十
月
三
日
（
火
曜
日
）
と
し
、
合
格
者
の
受
験
番
号
を
山
口
県
人
事
委
員
会
事
務
局

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
山
口
県
職
員
採
用
試
験
情
報
」
に
掲
載
す
る
と
と
も
に
、
合
格
者
に
文
書

で
通
知
し
ま
す
。

㈡

最
終
合
格
者

令
和
五
年
十
二
月
中
旬
と
し
、
合
格
者
の
受
験
番
号
を
山
口
県
人
事
委
員
会
事
務
局
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
「
山
口
県
職
員
採
用
試
験
情
報
」
に
掲
載
す
る
と
と
も
に
、
合
格
者
に
文
書
で
通
知
し

ま
す
。

な
お
、
発
表
日
は
、
第
二
次
試
験
当
日
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

㈢

試
験
の
得
点
等

受
験
者
は
、
試
験
の
得
点
及
び
順
位
を
知
り
た
い
場
合
に
は
、
合
格
者
の
発
表
日
（
第
一
次
試

験
の
合
格
者
に
あ
っ
て
は
最
終
合
格
者
の
発
表
日
）
以
後
、
山
口
県
人
事
委
員
会
事
務
局
に
お
い

て
、
そ
の
旨
を
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

八

合
格
か
ら
採
用
ま
で
の
経
路
及
び
給
与

㈠

合
格
者
は
、
山
口
県
人
事
委
員
会
が
作
成
す
る
採
用
候
補
者
名
簿
に
登
載
さ
れ
、
こ
の
う
ち
か

ら
山
口
県
警
察
本
部
長
が
採
用
者
を
決
定
し
ま
す
。
こ
の
名
簿
は
、
原
則
と
し
て
一
年
間
有
効
で

す
。

㈡

採
用
は
、
原
則
と
し
て
令
和
六
年
四
月
一
日
に
行
わ
れ
ま
す
。
採
用
者
は
、
山
口
県
巡
査
に
任

命
さ
れ
、
山
口
県
警
察
学
校
に
入
校
し
、
十
月
間
の
初
任
教
養
を
受
け
た
後
、
勤
務
箇
所
に
配
置

さ
れ
ま
す
。

㈢

給
与
は
、
原
則
と
し
て
、
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
六
年
山
口
県
条

例
第
二
号
）
別
表
第
二
の
公
安
職
給
料
表
の
一
級
七
号
給
の
給
料
月
額
が
支
給
さ
れ
る
ほ
か
、
扶

養
手
当
、
住
居
手
当
、
通
勤
手
当
、
期
末
手
当
、
勤
勉
手
当
等
が
そ
れ
ぞ
れ
の
支
給
要
件
に
応
じ

て
支
給
さ
れ
ま
す
。

九

受
験
手
続
及
び
受
付
期
間

㈠

受
験
案
内
の
請
求

令
和
五
年
七
月
七
日
（
金
曜
日
）
以
後
に
山
口
県
人
事
委
員
会
事
務
局
（
山
口
市
滝
町
一
番
一

号
（
郵
便
番
号
七
五
三－

八
五
〇
一
）
）
に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。
郵
便
で
請
求
す
る
場
合
は
、

封
筒
の
表
に
「
山
口
県
警
察
官
🄑
受
験
案
内
請
求
」
と
朱
書
し
、
百
二
十
円
分
の
切
手
を
貼
っ
た

宛
先
及
び
郵
便
番
号
を
明
記
し
た
返
信
用
封
筒
（
縦
三
十
三
・
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
二
十
四

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
も
の
）
を
必
ず
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
受
験
案
内
は
、
山
口
県
内
の
警
察
署
、
交
番
及
び
駐
在
所
に
も
あ
り
ま
す
。

㈡

受
験
の
申
込
み

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
方
法
に
よ
り
、
受
験
の
申
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
特
別
の
事
情
に
よ
り
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
方
法
に
よ
る
受
験
の
申
込
み
を
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
、
令
和
五
年
八
月
四
日
（
金
曜
日
）
ま
で
に
山
口
県
人
事
委
員
会
事

務
局
（
電
話
〇
八
三－

九
三
三－

四
四
七
四
）
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

㈢

受
験
上
の
希
望
事
項

身
体
の
障
害
等
が
あ
る
者
で
試
験
当
日
に
車
椅
子
等
補
装
具
を
使
用
す
る
な
ど
、
受
験
に
際
し

て
の
希
望
事
項
が
あ
る
者
は
、
受
験
の
申
込
み
の
際
に
必
ず
そ
の
内
容
を
入
力
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
入
力
に
当
た
っ
て
は
、
山
口
県
人
事
委
員
会
事
務
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
山
口
県
職

員
採
用
試
験
情
報
」
に
掲
載
し
て
い
る
「
障
害
者
へ
の
受
験
上
の
配
慮
に
係
る
取
扱
要
領
」
を
参

一
八
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照
し
て
く
だ
さ
い
。

㈣

受
付
の
期
間
及
び
時
間

令
和
五
年
七
月
七
日
（
金
曜
日
）
午
前
九
時
か
ら
同
年
八
月
十
五
日
（
火
曜
日
）
ま
で

十

そ
の
他

こ
の
試
験
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
山
口
県
人
事
委
員
会
事
務
局
又
は
山
口
県
警
察
本
部
警
務
部
警

務
課
（
電
話
〇
八
三－

九
三
三－

〇
一
一
〇
）
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

選
挙
管
理
委
員
会

山
口
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
九
十
五
号

公
職
選
挙
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
八
十
九
号
）
第
五
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
、
不
在
者

投
票
の
で
き
る
老
人
ホ
ー
ム
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。

令
和
五
年
七
月
七
日

山
口
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

秋

本

泰

治

名

称

所

在

地

指
定
年
月
日

サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け

住
宅
ケ
ア
ハ
ウ
ス
桜

宇
部
市
大
字
西
岐
波
二
〇
六
八
の
一

令
和
五
、

六
、
一
五

公
安
委
員
会

公

告契
約
の
締
結

次
の
と
お
り
随
意
契
約
の
方
法
に
よ
り
契
約
を
締
結
し
ま
し
た
。

令
和
五
年
七
月
七
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

事
務
を
担
当
す
る
課
の
名
称
及
び
所
在
地

山
口
県
警
察
本
部
警
務
部
会
計
課

山
口
市
滝
町
一
番
一
号

二

契
約
に
係
る
物
品
等
の
名
称
及
び
予
定
数
量

運
転
免
許
証
用
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド

十
五
万
六
千
六
百
枚

運
転
経
歴
証
明
書
用
カ
ー
ド
ベ
ー
ス

九
百
枚

運
転
免
許
証
作
成
用
イ
ン
ク
リ
ボ
ン

七
十
八
箱

三

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続

随
意
契
約

四

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
日

令
和
五
年
四
月
一
日

五

契
約
の
相
手
方
の
名
称
及
び
そ
の
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

株
式
会
社
Ｄ
Ｎ
Ｐ
ア
イ
デ
ィ
ー
シ
ス
テ
ム

東
京
都
新
宿
区
市
谷
加
賀
町
一
丁
目
一
番
一
号

六

契
約
金
額

運
転
免
許
証
用
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド

九
百
枚
当
た
り
三
十
一
万
七
千
七
百
九

十
円

運
転
経
歴
証
明
書
用
カ
ー
ド
ベ
ー
ス

三
百
枚
当
た
り
十
万
五
千
六
百
円

運
転
免
許
証
作
成
用
イ
ン
ク
リ
ボ
ン

一
箱
当
た
り
十
五
万
四
千
円

七

随
意
契
約
に
よ
る
こ
と
と
し
た
理
由

地
方
公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令
（
平
成
七
年
政
令

第
三
百
七
十
二
号
）
第
十
一
条
第
一
項
第
一
号
に
該
当
す
る
た
め

八

契
約
担
当
者

山
口
県
知
事

村
岡

嗣
政

令
和
五
年
七
月
七
日
印
刷

発
行
所

山

口

県

庁

令
和
五
年
七
月
七
日
発
行

発
行
人

山
口
県
知
事
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